
 
 
 
 
 
 
 
 

矢部川水系の河川整備に係る 

事業評価について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

平成 23 年 11 月 16 日 

九州地方整備局 筑後川河川事務所 
 
 

資料 4-1



 
目   次 

 

1. 事業の概要............................................................................................................. 1 
1） 流域の概要...........................................................................................................................1 
2） 矢部川の特性 .......................................................................................................................2 
3） 河川整備基本方針 ................................................................................................................4 
4） 河川整備計画（案） ............................................................................................................5 

2. 事業の必要性等...................................................................................................... 7 
1） 事業を巡る社会経済の情勢等の変化 ...................................................................................7 
（1） 災害発生時の影響.........................................................................................................7 
（2） 過去の災害実績 ............................................................................................................8 
（3） 災害発生の危険度.......................................................................................................10 
（4） 地域開発の状況等.......................................................................................................13 
（5） 地域の協力体制 ..........................................................................................................14 
（6） 関連事業との整合性 ...................................................................................................15 
（7） 河川環境をとりまく状況 ............................................................................................15 

2） 事業の投資効果 .................................................................................................................16 
（1） 費用対効果の結果.......................................................................................................16 
（2） 費用対効果分析手順 ...................................................................................................17 
（3） 費用対効果の分析.......................................................................................................19 

3） 事業の進捗状況 .................................................................................................................20 
（1） 河川整備計画（案）の主な事業内容 ..........................................................................20 
（2） 近年進めている事業 ...................................................................................................21 

3. 事業の進捗の見込み ............................................................................................ 22 
1） 今後の事業スケジュール ...................................................................................................22 
2） 当面実施する河川改修事業................................................................................................24 

4. コスト縮減や代替案立案等の可能性 ................................................................... 26 
1） 代替案の可能性の検討.......................................................................................................26 
2） コスト縮減の方策等 ..........................................................................................................26 

 
 
 



 1

 

1. 事業の概要 
1） 流域の概要 

 
 

水 源 
：福岡県八女市矢部村三国山

み く に や ま

（標高 994m） 

流 域 面 積 ：647km2 

幹 川 流 路 延 長 ：61km 

国 管 理 区 間 ：23.2km 

流 域 内 市 町 村 ：以下の 5市 2 町 

福岡県：筑後市
ち く ご し

、八女市
や め し

、柳川市
やながわし

、みやま市、大牟田市
お お む た し

、大木町
おおき ま ち

 

熊本県：南関町
なんかんまち

 

流 域 内 人 口 ：約 17 万人  （平成 22 年 3 月河川現況調査） 

想 定 氾 濫 区 域 面 積 ：124.7km2      （平成 22 年 3 月河川現況調査） 

想 定 氾 濫 区 域 内 人 口 ：約 11.5 万人 （平成 22 年 3 月河川現況調査） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

0m 2km 4km 6km

久留米市

広川町

うきは市

大木町

大川市

大牟田市
おおむた

柳川市
みやま市

筑後市

八女市
や め

ちくご

やながわ

佐賀県

熊本県

大分県

福岡県

南関町

上
流
部

中
流
部

下
流
部

沖端川沖端川

塩塚川塩塚川

矢部川矢部川

星野川星野川

飯江川飯江川

楠田川楠田川

白木川白木川

辺春川辺春川 田代川田代川

笠原川笠原川

剣持川剣持川

日向神ダム日向神ダム
ひゅうがみ

筑後川筑後川

はえ

おきのはた

しおつか

へばる

しらき

くすだ

かさはら

横山川横山川

福岡県

大分県

宮崎県

鹿児島県

熊本県

佐賀県

長崎県

船小屋船小屋
ふなごや

やすでばし

安手橋安手橋

有
明
海

河口河口

三国山
（標高994m）

みくに

日向神峡谷

西鉄天神大牟田線

九州自動車道

ＪＲ鹿児島本線
九州新幹線

有明海沿岸道路

国道3号線

凡　例

：基準地点

：主要地点

：矢部川流域

：県界

：市町村界

：国管理区間

：ＪＲ鹿児島本線

：九州自動車道

：国道３号線

：西鉄天神大牟田線

：九州新幹線
：有明海沿岸道路

想定氾濫区域面積 

：124.7km2 

想定氾濫区域内人口 

：約 11.5 万人 

凡　例

：基準地点

：主要地点

：矢部川流域

：県界

：市町村界

：国管理区間

：ＪＲ鹿児島本線

：九州自動車道

：国道３号線
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2） 矢部川の特性 
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地形図凡例

：三角州性低地

：人工地形

：自然堤防

：その他 台地（台地、砂丘、砂堆）

：扇状地性低地

：山地

出典：
この地図は、国土交通省土地・水資源局調査・編集の
「20 万分の1 土地保全図シームレスデータ(福岡県土地保全図：1987年）」
の一部を使用し、作成したものである。

矢部川流域地形図 
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矢部川地形模式図 

・ 天井河川を呈しており、背後地には筑後平野といった広大な低平地が広がっていることか

ら、ひとたび氾濫ともなれば広範囲にわたり甚大な浸水被害が発生する。 
・ 天井河川であることから農業用水の取水に適している特性を活かし、筑後川下流左岸域左

岸側及び矢部川下流域の筑後平野のかんがい用水の大半を担ってきた。 
・ 藩政時代以前より用水不足に悩まされていたため、取水堰や「廻

かい

水路
す い ろ

」といった歴史的な

施設がいまなお機能しており、下流部では低平地の特性を生かした「クリーク」が網の目の

ように発達している。 

※図中の番号は、写真位置番号に対応 

①

② 

③ 

 
筑後平野横断模式図 
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【上流域】：位置図① 
（日向神ダム付近） 

 
上流部は、急峻な山地となってお

り、日向神ダムを経て山間部を縫うよ

うに流下している。 
河畔林と瀬・淵が連続する渓流環境

を呈し、矢部川県立自然公園等の豊か

な自然環境に恵まれている。 

  
【中流域】：位置図② 
     （船小屋温泉大橋付近） 
 
星野川などの支流を合わせた後に

扇状地を形成し、筑後平野を貫流す

る。 
瀬・淵が連続する区間と堰による湛

水区間があり、国指定天然記念物であ

る「新舟小屋のクスノキ林」や「船小

屋ゲンジボタル発生地」を有する。 
 

  
【下流域】：位置図③ 
     （楠田川合流点付近） 
 
干拓等により拡大した低平地が広

がり、国内最大の干満差を有する有明

海の潮汐の影響を受ける区間となっ

ている。沖端川などを分派しつつ三角

州・干拓地を形成し、有明海に注ぐ。
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3） 河川整備基本方針 
  矢部川水系河川整備基本方針は、平成 19年 11月 22日に策定された。基本高水は昭和 28年 6
月洪水や平成 2年 7月洪水等の既往洪水について検討した結果、そのピーク流量を基準地点船小
屋において 3,500m3/sとする。このうち洪水調節施設により 500m3/sを調節して、河道への配分
流量を 3,000m3/sとする 
計画高水流量は船小屋地点において 3,000m3/sとする。さらに、沖端川へ 300m3/sを分派した
後、飯江川等の支川を合わせて、河口地点まで 3,000m3/sとする。 

 
 
 
 

矢部川計画高水流量図（単位：m3/s） 
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4） 河川整備計画（案） 
本計画の対象期間は概ね 20年とする。 
 
（１）洪水対策 

矢部川本川では戦後第 2位相当となる平成 2年 7月洪水等の安全な流下を図るとともに
支川飯江川においても戦後第 2位洪水相当となる平成 13年 7月洪水等の安全な流下を図
る。 
内水被害が発生する区域においては、地域・関係機関等と連携・調整を図りつつ、被害

軽減に向けた検討・整備を行い、内水被害の軽減対策を実施する。 
また、既設の堤防については、洪水における浸透や侵食、地震に対する所定の安全性を

確保するための対策を実施する。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

矢部川における整備目標の基準地点流量 

基準地点
目標流量

(m3/s）

洪水調節量

(m3/s）

河道流量

(m3/s）

船小屋 3,100 300 2,800
 

← 280

↑

300

飯
江
川

←2,8002,800←

船小屋

矢部川整備計画目標流量 流量配分図（案） 

                 

整備計画目標流量〈ダム洪水調節後〉
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（２）高潮対策 

高潮区間の整備目標は、九州の西方海上を伊勢湾台風規模（昭和 34年 9月）の台風が
最も危険となるコースを通過した場合に想定される高潮に対して安全度を確保できるよ

う、矢部川河口部において T.P.7.5m を計画堤防高とした堤防整備を実施することとし、
支川楠田川においては、矢部川本川と整合のとれた高さにて整備を図る。 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

高潮対策の目標高 

河川名 区間 河川整備計画の整備高 備考

0/000～2/600 T.P.7.5m 農林水産省管理区間および福岡県管理区間

2/600～4/600 T.P.7.0m

4/600～4/800 T.P.6.5m

0/000～0/200 T.P.7.0m 国土交通省管理区間

0/200～0/250 T.P.7.0m

0/250～0/615 T.P.6.0m

矢部川

楠田川
国土交通省整備区間※

国土交通省管理区間

 
※）楠田川 0/200～0/615区間は、河川法施行令第 2条第 7号規定により、国土交通省にて一体的に整備

高潮対策の目標高の範囲図 

浦
島
橋

西
鉄
鉄
道
橋

矢
部
川
大
橋

楠 田 川

0

1

2

3

4

5

0

T.P.7.0m

T.P.7.0m

T.P.6.0m

T.P.6.5m

海岸堤防
（他事業区間）

海岸堤防
（他事業区間）

浦
島
橋

西
鉄
鉄
道
橋

矢
部
川
大
橋

楠 田 川

0

1

2

3

4

5

0

T.P.7.0m

T.P.7.0m

T.P.6.0m

T.P.6.5m

海岸堤防
（他事業区間）

海岸堤防
（他事業区間）

浦
島
橋

西
鉄
鉄
道
橋

矢
部
川
大
橋

楠 田 川

0

1

2

3

4

5

0

T.P.7.0m

T.P.7.0m

T.P.6.0m

T.P.6.5m

海岸堤防
（他事業区間）

海岸堤防
（他事業区間）

他事業区間
T.P.7.5m

他事業区間
T.P.7.5m



 7

 

2. 事業の必要性等 
1） 事業を巡る社会経済の情勢等の変化 
（1） 災害発生時の影響 

100年に 1回程度起こる大雨が降った場合、矢部川のはん濫により浸水が想定される区域の面
積は約 124.7km2、人口は約 11.5万人にも達する。 
流域内の主要都市である「みやま市」「筑後市」に加え、流域外の「大川市」等が想定氾濫区

域内に含まれており、洪水の発生によりひとたび氾濫した場合、社会・経済・文化等への影響が

広範囲に及ぶことが予想される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                         
 

矢部川水系浸水想定区域図 

飯江川

○柳川市役所 

矢部川

○みやま市役所 

○筑後市役所 

○大川市役所 

  凡 例
浸水した場合に想定される
水深（ランク別）

0.5m 未満の区域

0.5～1.0m 未満の区域

1.0～2.0m 未満の区域

2.0～5.0m 未満の区域

5.0m 以上の区域

浸水想定区域の指定の対象
となる洪水予報河川

凡 例
浸水した場合に想定される
水深（ランク別）

0.5m 未満の区域

0.5～1.0m 未満の区域

1.0～2.0m 未満の区域

2.0～5.0m 未満の区域

5.0m 以上の区域

浸水想定区域の指定の対象
となる洪水予報河川  

 1.説明文

(1)この図は、矢部川水系矢部川の洪水予報区間について、水防法の規定により指定された

浸水想定区域と、当該区域が浸水した場合に想定される水深その他を示したものです。

(2)この浸水区域等は、平成13年3月時点の矢部川における河道の整備状況、日向神ダムの洪水調

節効果等を勘案して、洪水防御に関する計画の基本となる降雨である概ね100年に1回程

度起こる大雨が降ったことにより、矢部川がはん濫した場合に想定される浸水の状況を、シミュ

レーションにより求めたものです。

(3)なお、このシミュレーションにあたっては、支派川のはん濫、想定を超える降雨、高潮、内水

によるはん濫等を考慮していませんので、この浸水想定区域に指定されていない区域におい

ても浸水が発生する場合や、想定される水深が実際の浸水深と異なる場合があります。

２．備考

(1)作成主体 国土交通省九州地方整備局筑後川工事事務所

(2)指定年月日 平成14年3月29日

(3)告示番号 国土交通省九州地方整備局告示第 号

(4)指定の根拠法令 水防法(昭和24年法律第193号)第10条の4第1項

(5)対象となる洪水予報河川 矢部川水系矢部川(実施区間：左岸福岡県山門郡瀬高町大字廣瀬

字堤谷739番の2地先から海まで、右岸福岡県八女市大字矢原字二

ノ辻561番の1から海まで、平成10年運輸・建設省告示第4号)

(6)指定の前提となる計画降雨 矢部川流域の1日間総雨量352.4mm（基準地点船小屋上流域)

(7)関係市町村 柳川市、八女市、筑後市、大川市、城島町、大木町、

三潴町、瀬高町、大和町、三橋町、山川町、高田町  

※100年に１度の規模の洪水による浸水想定区域 

有明海沿岸高潮浸水想定区域図（福岡県） 

矢部川 
想定外力：
伊勢湾台風クラス
（930hpa）が最も危険
なコースを通過した場
合を想定
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（2） 過去の災害実績 

 
矢部川流域の洪水は 6 月～7 月上旬にかけての梅雨前線によるものが多く、近年においても

度々洪水被害が発生している。 
 

矢部川流域の主な洪水と被害状況 

洪水名 
（発生原因） 

流 量 
（m3/s） 

＜地点名＞ 
被 害 状 況 備考 

大正 10年 6月洪水 
（梅雨前線） 

－ 
浸水面積：13,504ha 

昭和 3年 6月洪水 
（梅雨前線） 

－ 
浸水面積：18,950ha 

昭和 21年 7月洪水 
（梅雨前線） 

－ 
浸水面積：10,845ha 

昭和 28年 6月洪水 
（梅雨前線） 

約 3,500 
＜船小屋＞ 

浸水戸数：床上 10,138戸  
床下 15,896戸 

死者：26名 

昭和 44年 7月洪水 
（梅雨前線） 

1,161 
＜船小屋＞ 

浸水戸数：床上 1,134戸  
床下 2,913戸 

昭和 60年 8月高潮 
（台風 13号） 

－ 
浸水戸数：25戸 
浸水面積：2.9ha 

平成 2年 6・7月洪水 
（梅雨前線） 

2,753 
＜船小屋＞ 

浸水戸数：床上 484戸 
      床下 1,662戸 

平成 9年 5月洪水 
（梅雨前線） 

1,484 
＜船小屋＞ 

浸水戸数：床上 23戸 

平成 9年 8月洪水 
（梅雨前線） 

1,527 
＜船小屋＞ 

浸水戸数：床上 7戸  
 

平成 11年 6月洪水 
（梅雨前線） 

1,176 
＜船小屋＞ 

浸水戸数：床下 45戸 

平成 11年 9月高潮 
（台風 18号） 

－ 

浸水個数：床上 6戸、床下 58戸 
浸水面積 4.7ha 

平成 13年 7月洪水 
（梅雨前線） 

1,925 
＜船小屋＞ 

浸水戸数：床下 3戸  
 

平成 19年 7月洪水 
（梅雨前線） 

2,314 
＜船小屋＞ 

浸水戸数：床上 6戸  
 

大正 2年 
第 1期河川改修工事（福岡県）
 
昭和 4年 
第 2期河川改修工事（福岡県）
計画高水流量 
2,226m3/s 
 
昭和 25年 
第 3期河川改修工事（福岡県）
計画高水流量 
3,000m3/s 
 
昭和 46年 
工事実施基本計画 
基本高水流量 
3,500 m3/s 
計画高水流量 
3,000m3/s 
＜船小屋地点＞ 
 
平成 19年 
河川整備基本方針 
基本高水流量 
3,500 m3/s 
計画高水流量 
3,000m3/s 
＜船小屋地点＞ 

※ 昭和 44年以前の流量は、雨量からの推算値。 
※ 被害状況には、支川等からのはん濫による被害も含まれています。 
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平成 2年洪水の状況（現：みやま市瀬高町） 

昭和 44 年洪水の状況（現：みやま市瀬高町） 

光友村山崎地内 中島橋流出 

（現：八女市立花町） 

矢部川の氾濫状況（船小屋） 

（現：筑後市船小屋） 

矢部川上妻村馬場より 

国道矢部川橋の残骸（現：八女市）

古川村溝口の町区 

被災後の状況（現：筑後市） 

大正 10 年洪水 

昭和 28 年洪水 

昭和 44 年洪水 

平成 2年洪水 

過去の浸水被害状況 
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（3） 災害発生の危険度 
① 氾濫の危険 

矢部川では、平成 22年度末時点での国管理区間における堤防の整備状況は、完成堤防の区
間の割合が約 65%となっており、特に矢部川下流部浦島橋付近右岸、矢部川中流部船小屋温
泉大橋付近右岸など、局所的に堤防高さ・幅が不足しており、堤防の嵩上げ・拡幅等の必要

な区間となっている。 

また、高潮対策区間のうち計画の堤防高が未だ確保されていない区間が約 60%となってい
るほか、柳川市住吉中島地区においては特殊堤の老朽化が進んでいる。 

なお、現在の治水安全度は、整備目標の 1/50に対して、柳川市住吉中島地区、筑後市船小
屋地区で 1/10以下となっているため、現在も氾濫の危険性が高いことから、堤防の嵩上げ・
拡幅整備を図る必要がある。 
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堤防整備状況図 

堤防整備の状況（平成23年3月）
区分 延長（km） 割合（%）

完成堤防 26.8 65.5

暫定堤防 14.1 34.5

住吉中島地区 

船小屋地区 
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② 堤防の安全性 

矢部川の堤防は、過去の度重なる洪水の経験に基づき築堤や補修が行われてきた歴史があ

るため、築造の履歴や材料構成等が必ずしも明確ではない。また、堤防の構造は実際の被災

等の経験に基づいて定められている場合が多いため、過去に整備された堤防は必ずしも工学

的な設計に基づくものとなっていない。 
このため、堤防機能の維持や安全性の確保に向けて、堤防詳細点検や堤防耐震対策検討結

果を踏まえ、必要に応じた対策等を行う必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 内水対策 

矢部川下流部は低平地となっているため、内水被害が発生しやすく平成 2年 7月洪水、平
成 19年 7月洪水等において家屋浸水が発生している。 

 

老朽化した堤防護岸 

ドレーン

浸潤線

堤防強化対策イメージ 

老朽化した特殊堤（柳川市住吉中島地区）

 

平成 19年 7月洪水 みやま市内水被害状況 
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④ 河道の維持管理 

矢部川下流部は、有明海の干満によりガタ土が堆積しやすく、水門・樋門等の周辺に堆積

した場合には、洪水時のゲート開閉及び排水機能に支障をきたす恐れがある。また、ガタ土

の堆積が進むと、河川の流下能力が不足し、治水上、支障が生じる恐れがある。一方河床が

低下すると洗掘により堤防や護岸など河川構造物が不安定となり崩壊する恐れがある。 

また船小屋地区から上流の区間は連続した樹林帯が形成され、多様な動植物の生息・生育・

繁殖する環境を有しているが、竹林等が繁茂することにより洪水時には河積不足が生じ、水

位上昇の一因として考えられている。 
 

 

河道内に繁茂する樹木（矢部川南筑橋上流）
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（4） 地域開発の状況等 
① 人口の変化 

矢部川流域内の人口は、やや減少傾向である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 流域内の開発 

矢部川流域内の主幹産業は、農業や林業、漁業を中心とする第一次産業で、矢部川上流で

は林業や茶・みかん栽培、また下流有明海沿岸ではノリ養殖が盛んで、第二次産業としては

矢部川中流での酒造業も盛んに行われている。 
また、矢部川の交通は JR鹿児島本線、九州自動車道、国道 3号等の基幹交通施設に加え、

九州新幹線が平成 23年 3月に開通したほか、有明海沿岸道路が現在整備中である。 
 
 
 
 
 
 
 

八女茶の栽培風景（八女市） 

その他 
76％ 

玉露茶の生産量 

八女地方 
24％ 

第 56 次福岡農林水産統計年報 平成 22 年 5

矢部川大橋 
（有明海沿岸道路 平成 21 年 3 月開通）

筑後船小屋駅（平成 23 年 3 月開業）

流域内人口の変化

0

50,000

100,000

150,000

200,000

前回評価時 今回
 

前回評価時：平成 12年国勢調査 
今回：平成 17年国勢調査 

約 18万人 約 17万人 

伸率：0.94 
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（5） 地域の協力体制 
矢部川では、筑後川・矢部川河川美化「ノーポイ運動」や、流域住民団体等で構成される「矢

部川をつなぐ会」等、住民団体の活動が活発である。一方、流域住民からの意見・要望や流域

市町からの河川改修を求める要望など治水対策を望む声も大きい。 
 
■筑後川・矢部川河川美化「ノーポイ」運動 
昭和６１年にスタートした筑後川・矢部川流域の一斉清掃活動。この運動は、流域内の市町

と連携し、毎年台風シーズン後の 10月第 4日曜日に実施しており、毎年２万人規模の参加が
ある。「ノーポイ」という言葉には、“川にゴミを捨てないで！”という願いが込められている。 

 

 

 

 

 

 

 

■矢部川をつなぐ会 

「矢部川の水の恵みに感謝し、次世代に継承するために、流域で活動している団体および行

政・企業のネットワークを形成し、実践活動を行う。」ことを目的とした活動団体。 

「矢部川流域ゴミいっせい調査」などの河川愛護活動や、「矢部川フットパスツアー」などの

活動を行われている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ■矢部川改修期成同盟会等 
 矢部川及び支派川の河川改修、整備促進等を

目的とした期成同盟連合会等が設立され関係市

町等からの河川改修を望む声が大きい。 

 
 
 

「ノーポイ」運動 矢部川での活動 

廻水路をめぐるフットパスツアー 
（矢部川をつなぐ会） 

矢部川流域ゴミいっせい調査の取り組み 
平成 20 年 9 月実施 
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（6） 関連事業との整合性 
 高潮対策事業を実施している柳川市の住吉中島地区にお

いては、柳川市が「中島二重地区住宅市街地総合整備事業

（旧：密集住宅市街地整備促進事業）※」を行っており、双

方ともに事業調整を図りながら、連携して事業推進を行っ

ている。 
※ 緊急車両が通行可能となる道路の整備や、防災上必要な空き地

の確保等といった防災性及び居住環境を向上させる事業 

 

 また、高潮対策が必要な区間においては海岸堤防や高潮堤

防を管理している各関係機関が集まり、国（国土交通省・農

林水産省）、福岡県による「高潮対策連絡協議会」を開催し、

高潮対策におけるハード・ソフト対策の事業進捗を図ってい

る。 
 
 
 
 
（7） 河川環境をとりまく状況 
矢部川は、山間渓流で瀬・淵が連続する上流域、瀬・淵の連続区間と堰の湛水区間が連続する

区間があり、国指定天然記念物のクスノキ林やゲンジホタルの発生地がある中流域、有明海流入

河川特有の汽水域と干潟の環境がみられる下流域と、多種多様な動植物が生育・生息している。 
矢部川中流域に位置する船小屋地区は川沿いに船小屋温泉、温泉付近の矢部川の中洲には中ノ

島公園があり、国指定天然記念物のクスノキ林、ゲンジホタルの発生地なども有しており、利活

用の拠点となっている。平成 23年 3月春には九州新幹線「筑後船小屋駅」が開通し、また、福
岡県が「筑後広域公園」を整備中であり、今後はさらに多くの河川利用者が見込まれることから、

河川利用者の安全・安心に考慮した川づくりが求められている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高潮対策連絡協議会の様子 

新舟小屋のクスノキ林 

（中流部） 

中島二重地区計画図（抜粋）

矢部川 

矢部川県立自然公園 
（上流部） 

河口部干潟の状況
（下流部） 
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2） 事業の投資効果 
（1） 費用対効果の結果 

 

項目 
今回評価 

（平成 23年度） 

目標流量 
基準地点：船小屋 

2,800m3/s 
（整備計画目標流量：概ね 1/50） 

事業費 約 139億円 

整備期間 平成 24年から概ね 20年間 

整備内容 
築堤、橋梁架替、高潮対策、    

堤防の質的整備 等 

便益：B 898.5億円 

費用：C 99.7億円 

B／C 9.0 

B－C 798.8億円 

全

事

業 

EIRR 23.7% 

感度分析 
            感度分析の幅     全事業 
   残事業費     +10%～-10%     8.2～9.9 

残工期     -10%～+10%     8.6～9.3 
資産     -10%～+10%     8.1～9.8 



 17

 
（2） 費用対効果分析手順 
費用対効果の分析は、最新の「治水経済調査マニュアル（案）」（国土交通省河川局 平成 17

年 4月）に準拠し、下図のフローに従い行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

治水経済調査の手順 

※「治水経済調査マニュアル（案）」H17.4 国土交通省河川局 

※「治水経済調査マニュアル（案）各種資産評価単価及びデフレータ」H23.2 国土交通省河川局 

※「氾濫シミュレーション・マニュアル（案）」H8.2 建設省土木研究所河川部都市河川研究室 

河川整備計画等

対象氾濫原の設定 対象となる河道等の治水施設の条件設定

資産分布状況
○国勢調査メッシュ統計を用いる

破堤地点等の想定

氾濫解析モデル作成

氾濫シュミレーションの実施

対象外力の設定

整備期間と投資計画の想定

総事業費（C）の算定
○評価対象期間は整備期間＋50年間
○現在価値化の基準時点は評価時点
○割引率は4％

整備期間と施設完成後の便益想定

総便益（B）の算定
○評価対象期間は整備期間＋50年間
○現在価値化の基準地点は評価時点
○割引率は4％
○評価期間終了時点の残存価値を加算する。

経済性の評価
○費用便益比（B/C）

被害想定額の算定

○家屋
○家庭用品
○事業所償却・在庫資産
○農漁家償却・在庫資産
○農作物
○公共土木施設等被害

○間接被害

・営業停止損失

・家庭及び事業所の
応急対策費用

・その他

近年の水害被害の実態を
踏まえた被害率を設定

近年の水害の実態を踏まえた
被害率を設定

近年の水害被害の実態を
踏まえた営業停止・停滞日数に
応じた事業所の付加価値
減少額を計上
近年の水害被害の実態を
踏まえた被災時支出を計上

被害項目を整理し、個別に
計上可能とした
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■治水事業のストック効果 
洪水はん濫による直接的・間接的被害のうち、次の表にあげるもののうち、現段階で経済的に

評価可能な被害防止効果を便益として評価する。 
効果（被害）の内容

家屋 居住用・事業用建物の被害

家庭用品 家具・自動車等の浸水被害

事業所償却資産
事業所固定資産のうち、土地・建物を除いた償却
資産の浸水被害

事業所在庫資産 事業所在庫品の浸水被害

農漁家償却資産
農漁業生産に係わる農漁家の固定資産のうち、土
地・建物を除いた償却資産の浸水被害

農漁家在庫資産 農漁家の在庫品の浸水被害

浸水による農作物の被害

公共土木施設、公益事業施設、農地、農業用施設
の浸水被害

人命損傷

家計
浸水した世帯の平時の家事労働、余暇活動等が
阻害される被害

事業所
浸水した事業所の生産の停止・停滞
（生産高の減少）

公益・公共サービス 公共・公益サービスの停止・停滞

家計
浸水世帯の清掃等の事後活動、飲料水等の代替
品購入に伴う新たな出費等の被害

事業所 家計と同様の被害

国・地方公共団体
家計と同様の被害および市町村等が交付する緊
急的な融資の利子や見舞金等

交通途絶による
波及被害

道路、鉄道、空港、港湾
等

道路や鉄道等の交通の途絶に伴う周辺地域を含
めた波及被害

ライフライン
切断による
波及被害

電力、水道、ガス、通信等
電力、ガス、水道等の供給停止に伴う周辺地域を
含めた波及被害

中間産品の不足による周辺事業所の生産量の減
少や病院等の公共・公益サービスの停止等による
周辺地域を含めた波及被害

資産の被害による精神的打撃

稼動被害に伴う精神的打撃

人身被害に伴う精神的打撃

清掃労働等による精神的打撃

波及被害に伴う精神的打撃

被災可能性に対する不安

治水安全度の向上による地価の上昇等

分類

一般資産被害

農産物被害

資産被害
抑止効果

直
接
被
害

公共土木施設等被害

高度化便益

リスクプレミアム

波及被害に伴うもの

事後的被害に伴うもの

精神的被害
抑止効果

間
接
被
害

被
害
防
止
便
益

人身被害抑止効果

人身被害に伴うもの

稼動被害に伴うもの

稼動被害
抑止効果

事後的被害
抑止効果

資産被害に伴うもの

営業停止波及被害

営業停止被害

応急対策費用

 
※地下街が浸水することによる被害等，その他の被害抑止効果も存在する． 

※表中の   は検討対象項目（治水経済調査マニュアル（案）で被害率や被害単価を明示した項目） 

 
※「治水経済調査マニュアル（案）」H17.4 国土交通省河川局 
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（3） 費用対効果の分析 

B/Cの算定（河川整備計画（案）） 
 

総便益 B 
（億円） 

総費用 C 
（億円） 

経済効果 
（B/C） 

898.5億円 99.7億円 9.0 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

河川事業の効果として考えられる便益 

◇一般資産被害額 
（家屋、家庭用品、事業所償却・在庫資産、農業家償却・在庫資産の被害） 304.3億円 
◇農作物被害 32.3億円 
◇公共土木施設等被害 
（公共土木施設、公共事業施設、農地、農業用施設の被害） 515.4億円 
◇営業停止被害 
（事業所の生産停止・停滞、公共・公益サービスの停止） 15.4億円 
◇応急対策費用 
（被災世帯及び事業所の清掃等の事後活動、飲料水等の代用品購入に伴う新たな出費等の被害） 21.9億円 
◇人身被害抑止効果 － 
◇交通途絶による波及被害 
（道路、鉄道、航空、港湾等） － 
◇ライフライン切断による波及被害 
（電力、水道、ガス、通信等） － 
◇営業停止波及被害 － 
◇精神的被害抑止効果 
（資産被害、稼働被害、人身被害、事後的被害、波及被害） － 
◇リスクプレミアム － 
◇高度化便益 － 

◇残存価値 9.2億円 

事業の効果 

-20

-15

-10

-5

0

5

10

15

20

25

30

35

40

H24 H29 H34 H39 H44 H49 H54 H59 H64 H69 H74 H79 H84 H89

億
円

現在価値化した便益

現在価値化した建設費

現在価値化した維持管理費

河道改修整備期間

（H24～H43）

施設完成後の評価期間（50年）

河道整備完成予定

維持管理費

基準年：H23年

便
益

費
用
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3） 事業の進捗状況 
（1） 河川整備計画（案）の主な事業内容 

  

みやま市
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浦
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泰仙寺橋

津
留
橋

瀬
高
堰

瀬高橋

大
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作
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矢
部
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川
大
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楠 田 川
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鉄
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神

大

牟

田
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州
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19 20

0
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1
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④矢部川高潮対策
【矢部川左岸2/670～4/400 嵩上げ・拡幅】

⑪飯江川橋
【飯江川2/250　架替】

⑧矢部川洪水対策
【矢部川左岸17/150　嵩上げ・拡幅】

⑫飯江川洪水対策

【飯江川左岸2/200～2/300　嵩上げ・拡幅】

⑤矢部川洪水対策
【矢部川右岸15/200～15/600　嵩上げ・拡幅】

⑩飯江川洪水対策
【飯江川左岸1/200　拡幅】

⑥矢部川洪水対策
【矢部川左岸10/600～10/700　拡幅】

⑦矢部川洪水対策
【矢部川左岸16/000～16/200　拡幅】

⑧矢部川洪水対策
【矢部川右岸17/150　嵩上げ・拡幅】

⑨樹木伐採
【矢部川17/000～18/000】

③楠田川高潮対策
【楠田川左岸0/000～0/100 嵩上げ・拡幅】
【楠田川左岸0/500～0/615 嵩上げ・拡幅】
【楠田川右岸0/200～0/615 嵩上げ・拡幅】

【楠田川0/600 楠田川防潮水門設置】

①矢部川高潮対策
【矢部川右岸2/600～4/950 嵩上げ・拡幅】

②楠田川高潮対策

【楠田川左岸0/200～0/400 嵩上げ・拡幅】

：他事業区間
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④矢部川高潮対策
【矢部川左岸2/670～4/400 嵩上げ・拡幅】

⑪飯江川橋
【飯江川2/250　架替】

⑧矢部川洪水対策
【矢部川左岸17/150　嵩上げ・拡幅】

⑫飯江川洪水対策

【飯江川左岸2/200～2/300　嵩上げ・拡幅】

⑤矢部川洪水対策
【矢部川右岸15/200～15/600　嵩上げ・拡幅】

⑩飯江川洪水対策
【飯江川左岸1/200　拡幅】

⑥矢部川洪水対策
【矢部川左岸10/600～10/700　拡幅】

⑦矢部川洪水対策
【矢部川左岸16/000～16/200　拡幅】

⑧矢部川洪水対策
【矢部川右岸17/150　嵩上げ・拡幅】

⑨樹木伐採
【矢部川17/000～18/000】

③楠田川高潮対策
【楠田川左岸0/000～0/100 嵩上げ・拡幅】
【楠田川左岸0/500～0/615 嵩上げ・拡幅】
【楠田川右岸0/200～0/615 嵩上げ・拡幅】

【楠田川0/600 楠田川防潮水門設置】

③楠田川高潮対策
【楠田川左岸0/000～0/100 嵩上げ・拡幅】
【楠田川左岸0/500～0/615 嵩上げ・拡幅】
【楠田川右岸0/200～0/615 嵩上げ・拡幅】

【楠田川0/600 楠田川防潮水門設置】

①矢部川高潮対策
【矢部川右岸2/600～4/950 嵩上げ・拡幅】

②楠田川高潮対策

【楠田川左岸0/200～0/400 嵩上げ・拡幅】

②楠田川高潮対策

【楠田川左岸0/200～0/400 嵩上げ・拡幅】

：他事業区間：他事業区間

⑬水衝部対策 

【矢部川右岸10/800～11/000】

⑭水衝部対策 

【矢部川左岸 8/600～8/800】 

：高潮対策

：洪水対策

：樹木伐採

：高潮対策

：洪水対策

：樹木伐採  

位置番号 箇所 整備内容
① 矢部川下流 築堤
② 楠田川 築堤

【当面の対策】
位置番号 箇所 整備内容
③ 楠田川 築堤・防潮水門
④ 矢部川下流 築堤

⑤⑥⑦⑧⑨ 矢部川中流 築堤・樹木伐採
⑩⑪⑫ 飯江川 築堤・橋梁架替
⑬⑭ 矢部川 水衝部対策
－ 矢部川・飯江川 堤防質的整備

【河川整備計画（案）】

：当面の対策 

：河川整備計画（案） 

⑨樹木伐採 

【矢部川右岸17/000～18/000】

⑪飯江川橋（車道橋）

【飯江川2/250 架替】
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（2） 近年進めている事業 
■矢部川 高潮対策（柳川市 住吉中島地区） 
 
矢部川下流の高潮区間は低平地であることから、氾濫時における浸水は広範囲に及び特に本川

下流右岸（住吉中島地区）は堤防高・堤防断面が不足し、既設特殊堤の老朽化・劣化も著しいこ

とから、早急な対策が必要な箇所となっている。 
このため、平成 15 年に事業着手し、平成 16 年からは柳川市における「住宅市街地総合整備
事業」との調整（協議）を図りながら事業を推進しているところであり、現在、用地買収を進め

ている状況である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

矢部川

有
明
海

矢部川

有
明
海

老朽化した特殊堤（川表）① 

（柳川市住吉中島地区） 

老朽化した特殊堤（川裏）② 

（柳川市住吉中島地区） 

 矢部川高潮対策区間

矢部川：河口から浦島橋付近までの約4.8km区間      

楠田川：矢部川合流点から615m区間 

（河川法施行令第2条第7号の規定による区間） 

※河口～楠田川合流点までは他事業区間（農林水産省、福岡県）

矢部川高潮対策必要区間 

 

現在事業実施区間   

(右岸 4k275～4k725) 

完成堤防区間
堤防高
不足区間

国土交通省事業区間

農林水産省事業区間

福岡県事業区間

完成堤防区間
堤防高
不足区間

国土交通省事業区間

農林水産省事業区間

福岡県事業区間
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3. 事業の進捗の見込み 
1） 今後の事業スケジュール 
 矢部川水系においては平成 2年 7月洪水にて床下浸水戸数 1,662戸、床上浸水戸数 484戸の甚
大な被害を被ったものの、国管理区間においては主に内水被害であり、洪水による氾濫は昭和 28
年出水以降発生していない。一方、下流域の高潮区間にあっては、昭和 60年台風 13号や平成 11
年台風 18号により、越水氾濫による浸水被害が度々発生している。このため、浸水実績がある高
潮区間の整備を優先的に実施する。 
高潮区間には、計画堤防高が確保されていない区間が未だ約 60%存在し、特に本川下流右岸（住
吉中島地区）には昭和 40年頃に整備されたコンクリートによる特殊堤が存在し、老朽化・劣化が
著しい状態となっているため、優先的な堤防整備を実施する。 
また、本川下流部は農林水産省や福岡県と連携を図りながら堤防整備を進めているところであ

り、一連区間の早期完成による整備効果発現のためにも、引き続き他機関と連携しつつ事業を進

めていくこととする。 
 
 なお、洪水対策については過去の水害状況、流域の重要度やこれまでの整備状況などを総合的

に勘案し、上下流の治水安全度のバランスを確保しつつ段階的かつ着実に整備を進めることとす

る。 
 
●当面の対策（概ね 5～7 年） 

① 堤防高・堤防断面が不足し、既設特殊堤の老朽化・劣化が著しい本川下流右岸の堤防整

備を実施する。 

② 支川楠田川で堤防高・堤防断面が不足している区間のうち、堤防高が最も低い左岸部の

堤防整備を実施する。 

●河川整備計画（～20 年） 

○高潮対策：矢部川・楠田川において、計画堤防高に対して堤防高が不足もしくは規定の断

面がない箇所において堤防整備を実施するとともに、楠田川に防潮水門を整備

し、高潮対策事業の完了を図る。 

○洪水対策：矢部川・飯江川において、戦後第二位相当の洪水を安全に流下させるため、堤

防整備や橋梁架替、樹木伐採を行うとともに、水衝部対策ならびに堤防の質的

整備を実施する。 

 

 

 
 

河川名 概ね5～7年 ～20年

  ①　 下流右岸側高潮対策

④ 下流左岸側高潮対策

⑤⑥
⑦⑧⑨

矢部川中流洪水対策

② 楠田川高潮対策

③ 楠田川高潮対策

飯江川 ⑩⑪⑫ 飯江川洪水対策

矢部川 ⑬⑭ 水衝部対策

矢部川
飯江川

－ 堤防質的整備

事業項目

矢部川

楠田川

築堤・橋梁架替

築堤

築堤

築堤・防潮水門

築堤

築堤・樹木伐採

質的整備

水衝部対策
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○当面整備（高潮対策）の優先順位 
 ・堤防高・堤防断面の不足に加え、既設特殊堤の老朽化・劣化が著しい本川下流右岸の堤防整

備を実施し、右岸側一連区間における高潮対策を完了させる。 
 ・支川楠田川ならびに本川左岸側の高潮対策を実施し、河川整備計画期間の前期 10年間を目標

に矢部川における高潮対策事業の完了を図る。 
 

矢部川高潮対策実施範囲 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

矢部川水系矢部川堤防整備状況（右岸）
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標高(T.P.)

現況堤防高（右岸）

計画堤防高

① 

矢部川水系楠田川堤防整備状況（右岸）
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③

矢部川水系矢部川堤防整備状況（左岸）
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距離標

標高(T.P.)

現況堤防高（左岸）

計画堤防高

④ 

＊楠田川については平成 15 年度に河川

法施行令第2条第7号区間として0k200

から 0k615 区間を設定し、直轄工事と

一体として整備する計画 

黄色：農林水産省管理
水色：福岡県管理
赤色：国土交通省管理

黄色

赤色

水色

黄色：農林水産省管理
水色：福岡県管理
赤色：国土交通省管理

黄色

赤色

水色

農水省管理 福岡県管理

施工順位①

施工順位④ 

矢部川 

楠田川 

2k1k 3k
4k 

5k

農水省管理区間（左岸 1k400付近） 
福岡県管理区間（左岸 2k000付近）

施工順位③

施工順位②

矢部川水系楠田川堤防整備状況（左岸）

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

0.00 0.05 0.10 0.15 0.20 0.25 0.30 0.35 0.40 0.42 0.44 0.46 0.48 0.50 0.55 0.60 0.65
距離標

標高(T.P.)

現況堤防高左岸 計画堤防高

②

③ 

 
柳川市中島地区の老朽化した特殊堤

紫色 ：福岡県管理(2-7区間により国が施工）
水色 ：福岡県管理
赤色 ：国土交通省管理
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2） 当面実施する河川改修事業（概ね５～７年） 
 

●高潮対策：矢部川本川下流部右岸側の築堤     
矢部川支川楠田川の左岸側の築堤 

  ●事業費 ： 約 33 億円 
     ※当面整備の事業費は、今後の社会情勢により変わる可能性がある 
 
 
 

 
 

矢部川右岸 4k600 

5/000 

当面の整備箇所：矢部川右岸 2k600～5k000

整備内容：用地買収・地盤改良・築堤 

事 業 費：約 30億円 

矢部川 

0/000 

1/000 

3/000 

2/000 

4/000 

当面の整備箇所：楠田川左岸 0k200～0k400

整備内容：築堤 

事 業 費：約３億円  

楠田川 

楠田川左岸 0k400 

（億円）

項目 当面の整備（概ね5～7年）

便益（B1） 54.6

残存価値（B2） 2.2

総便益（B=B1+B2） 56.8

建設費（C1） 28.5

維持管理費（C2） 1.3

総費用（C=C1+C2） 29.8

費用便益比 1.9
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■費用対効果の分析 

B/Cの算定（当面整備） 
 

総便益 B 
（億円） 

総費用 C 
（億円） 

経済効果 
（B/C） 

56.8億円 29.8億円 1.9 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

河川事業の効果として考えられる便益 

◇一般資産被害額 
（家屋、家庭用品、事業所償却・在庫資産、農業家償却・在庫資産の被害） 19.1億円 
◇農作物被害 1.1億円 
◇公共土木施設等被害 
（公共土木施設、公共事業施設、農地、農業用施設の被害） 32.3億円 
◇営業停止被害 
（事業所の生産停止・停滞、公共・公益サービスの停止） 0.6億円 
◇応急対策費用 
（被災世帯及び事業所の清掃等の事後活動、飲料水等の代用品購入に伴う新たな出費等の被害） 1.5億円 
◇人身被害抑止効果 － 
◇交通途絶による波及被害 
（道路、鉄道、航空、港湾等） － 
◇ライフライン切断による波及被害 
（電力、水道、ガス、通信等） － 
◇営業停止波及被害 － 
◇精神的被害抑止効果 
（資産被害、稼働被害、人身被害、事後的被害、波及被害） － 
◇リスクプレミアム － 
◇高度化便益 － 

◇残存価値 2.2億円 

事業の効果 

-10

-5

0

5

10

H24 H29 H34 H39 H44 H49 H54 H59 H64 H69 H74 H79

億
円

現在価値化した便益

現在価値化した建設費

現在価値化した維持管理費

当面事業完成予定

施設完成後の評価期間（50年）

河道改修
整備期間

（H24～H29）

基準年：H23年

便
益

費
用

維持管理費
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4. コスト縮減や代替案立案等の可能性 
1） 代替案の可能性の検討 

 
 
 
 
 
 
 
2） コスト縮減の方策等 

 
 
 
 
 
 
 

事業実施箇所（住吉中島地区）におけるコスト縮減額 

年度 コスト縮減の具体策 縮減額 

平成 15年度～  
平成 22年度 

盛土・護岸構造の一部変更に伴う    

用地必要範囲の縮小 
約 24百万円 

 
○ 当面の対策におけるコスト縮減一覧 
 

 
 
 
 
 

 

河川整備計画（案）については、地形的な制約条件、地域社会への影響、環境への影響、

実現性及び経済性等を踏まえ、有識者や地域住民の意見をお聞きした上で策定したもので

あり、当面実施予定の事業については、その手法、施設計画等妥当なものと考えているが、

社会、経済、自然環境、河道の状況等の変化に関する新たな知見、技術の進捗等により、

必要に応じて点検を行い、適宜計画を見直す可能性もある。 

現在実施中である、柳川市住吉中島地区の高潮整備実施にあたっては、コスト縮減効果

の高い築堤実施時の最適な地盤改良工の検討、また設計段階から地域と合意形成を図り河

川事業と関連事業を連携し事業調整を図り効率的に実施してきたところである。  
今後も、現地及び他事業で発生する土砂等の有効活用や新技術の活用などを含めて、よ

り一層の建設コスト縮減に努めることとする。 

・ 建設発生土の利用促進【工事間・他事業流用等】 
・ 現地発生材の再利用【既設特殊堤コンクリート破砕殻の再利用】 
→コンクリート殻を再生骨材として路盤材に利用し、処分費用軽減が期待できる

・ 広幅鋼矢板（ハット型含む）の活用 
→従来の鋼矢板に比べ幅広矢板を用いるため、打設枚数減による工期短縮ならびに

工事費の縮減が期待できる 
・ 最適な地盤改良工の実施によるコスト縮減 



矢部川直轄河川改修事業
参考資料



～

～

～

コスト縮減や
代替案立案
等の可能性

・河川整備計画（案）については、地形的な制約条件、地域社会への影響、環境への影響、実現性及び経済性等を踏まえ、有識者や地域住民の
意見をお聞きした上で策定するものであり、当面実施予定の事業については、その手法、施設計画等は妥当なものと考えている。
なお、将来における社会経済、自然環境、河道の状況等の変化や災害の発生状況、新たな知見・技術の進歩により、必要に応じて適宜見直す可
能性もある。
・現在事業実施中である、柳川市住吉中島地区の高潮整備実施にあたっては、コスト縮減効果の高い築堤実施時の最適な地盤改良工の検討、
また設計段階から地域と合意形成を図り河川事業と関連事業が連携し事業調整を図り効率的に実施してきたところである。
　今後も、現地及び他事業で発生する土砂等の有効活用や新技術の活用などを含めて、より一層の建設コスト縮減に努めることとする。

事業の効果
等進捗状況

・柳川市住吉中島地区においては、昭和60年高潮などによる浸水被害や既設の特殊堤の老朽化が著しいことから、平成15年度より事業に着手
し、現在用地買収を行っている。矢部川においては既に完成している有明海岸堤防に比べ、整備が遅れている高潮整備を重点的に行ってきてい
る。

事業の進捗
の見込み

・矢部川下流域の高潮区間では、昭和60年台風13号や平成11年台風18号により、越水氾濫による浸水被害が度々発生していることから、浸水実
績がある高潮区間の整備を優先的に実施する。高潮区間では計画堤防高が確保されていない区間が未だ約60%存在し、特に本川下流右岸（住
吉中島地区）には昭和40年頃に整備されたコンクリートによる特殊堤が存在し、老朽化・劣化が著しい状態となっているため、優先的な堤防整備
を実施する。
　また、矢部川本川下流部は農林水産省や福岡県と連携を図りながら堤防整備を進めており、一連区間の早期完成による整備効果発現のため
にも、引き続き他機関と連携しつつ事業を進めていくこととする。
●当面の対策（５～７年）
　①　堤防高・堤防断面が不足し、既設特殊堤の老朽化・劣化が著しい本川下流右岸の堤防整備。
　②　支川楠田川で堤防高・堤防断面が不足している区間のうち、堤防高が最も低い左岸部の堤防整備。

・矢部川流域の治水対策については、地域からの要望があり、地元の協力体制も整っていることから事業の進捗が見込まれる。

社会経済情
勢等の変化

・想定氾濫区域内の人口は、前回評価時点からやや減少傾向である。
・資産は、前回評価時点から大きく変化していない。
・矢部川流域内には、上流には矢部川県立自然公園にある日向神峡谷、中流には舟小屋のクスノキ林や船小屋温泉、また福岡県営筑後広域公
園など豊かな自然に囲まれている。下流には水郷として有名な柳川市が位置し、川下りのできる観光地となっており、平成23年3月には、筑後市
の福岡県営筑後広域公園内に「ＪＲ筑後船小屋駅」が開業し、今後さらなる河川利用の増加が見込まれている。
・沿川住民による「矢部川をつなぐ会」などにより、河川愛護活動が行われている。

感度分析

全体事業（Ｂ／Ｃ）

残事業費（+10%～-10%） 8.2

※当面の段階的な整備B/C=1.9

事業の効果
等

・平成2年7月洪水と同規模の洪水に対し、破堤・越水等による家屋の浸水被害を防止する。
・河川整備計画目標流量規模の洪水に対する整備により、一般資産被害約304.3億円、農作物被害約32.3億円、公共土木施設等被害約515.4億
円、営業停止被害約15.4億円、応急対策費用約21.9億円を軽減する。

資産（-10%～+10%） 8.1 9.8

9.9

残工期（-10%～+10%） 8.6 9.3

EIRR
（％）

23.7%

残事業の投
資効率性

B:総便益
(億円)

899 C:総費用(億円) 100 B/C 9.0

B/C 9.0 B-C 799

便益の主な
根拠

年平均浸水軽減世帯数：741戸
年平均浸水軽減面積：376ha

事業全体の
投資効率性

基準年度 平成23年度

B:総便益
(億円)

899 C:総費用(億円) 100

目的・必要
性

＜解決すべき課題・背景＞
　・矢部川は天井河川を呈しており、背後には筑後平野といった広大な低平地が広がっていることから、ひとたび氾濫ともなれば広範囲にわたり甚
大な浸水被害が発生する。
　・100年に1回程度起こる大雨が降った場合、矢部川のはん濫により浸水が想定される区域の面積は約124.7km2、人口は約11.5万人にも達す
る。

洪水・高潮実績：
　昭和28年6月洪水 死者26名、床上浸水10,138戸、床下浸水15,896戸
　昭和44年7月洪水　床上浸水1,134戸、床下浸水2,913戸
　昭和60年8月高潮　浸水家屋25戸、浸水面積2.9ha
　平成2年7月洪水　床上浸水484戸、床下浸水1,662戸
　平成11年9月高潮　床上浸水6戸、床下浸水58戸、浸水面積4.7ha
　平成19年7月洪水 床上浸水6戸

＜達成すべき目標＞

　目標流量を戦後第２位洪水相当である平成2年7月洪水と同規模の流量3,100m3/s（船小屋地点）とし、日向神ダムにより300m3/sを洪水調節
し、河道への配分流量を2,800m3/s（船小屋地点）とし、支川飯江川についても、本川と同様戦後第二位洪水相当である平成13年7月洪水と同規
模の流量300m3/s（安手橋地点）の治水安全度を確保する。

事業期間 平成24年から概ね20年間

総事業費
（億円）

約139億円 残事業費（億円） 約139億円

矢部川直轄河川改修事業　概要

事業箇所 福岡県柳川市、みやま市、筑後市、八女市

事業諸元 築堤、橋梁架替、高潮対策、堤防の質的整備等
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＝ 費用便益の感度分析 ＝

全体事業

B
総便益（百万円）

C
総費用（百万円）

B/C
費用便益比

備考

89,851 9,968 9.0

89,944 10,909 8.2

89,759 9,027 9.9

90,573 9,657 9.3 工期：20年→22年

89,071 10,298 8.6 工期：20年→18年

98,371 9,968 9.8

81,331 9,968 8.1

残工期+10%

残工期-10%

資産+10%

資産-10%

ケース

基本

残事業費+10%

残事業費-10%
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様式-1  氾濫ブロック分割 
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様式-3　被害額（事業実施前） 水系名：矢部川 河川名：矢部川・飯江川

償却 在庫 償却 在庫

W=1/5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

W=1/10 6,283 1,178 1,054 412 4 1 8,932 1,181 14 1,196 15,131 452 162 305 467 205 16,256 26,384

W=1/20 11,443 2,269 2,202 829 10 3 16,756 1,761 14 1,776 28,385 945 293 552 844 418 30,592 49,124

W=1/30 16,641 3,416 3,196 1,143 20 6 24,421 2,274 16 2,290 41,370 1,294 419 791 1,210 611 44,485 71,196

W=1/50 22,392 5,030 4,232 1,499 53 16 33,223 2,978 19 2,997 56,279 1,624 519 974 1,493 796 60,192 96,412

W＝1/80 46,661 15,350 8,640 2,780 298 97 73,826 5,129 69 5,199 125,062 2,767 995 1,767 2,762 1,557 132,147 211,172

W=1/100 54,406 18,667 9,905 3,219 383 123 86,703 5,845 72 5,917 146,875 3,068 1,116 1,971 3,086 1,780 154,810 247,430

様式-3　被害額（事業実施後（当面整備時点）） 水系名：矢部川 河川名：矢部川・飯江川

償却 在庫 償却 在庫

W=1/5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

W=1/10 6,283 1,178 1,054 412 4 1 8,932 1,181 14 1,196 15,131 452 162 305 467 205 16,256 26,384

W=1/20 10,815 2,128 2,126 807 10 3 15,889 1,739 14 1,753 26,916 912 273 515 788 390 29,006 46,648

W=1/30 15,074 3,161 3,072 1,102 20 6 22,435 2,165 16 2,180 38,004 1,242 384 723 1,107 569 40,923 65,538

W=1/50 20,772 4,765 4,102 1,457 53 16 31,164 2,837 19 2,856 52,792 1,571 482 904 1,385 753 56,500 90,520

W=1/80 44,279 14,944 8,427 2,713 298 97 70,759 4,842 66 4,907 119,866 2,682 938 1,659 2,597 1,492 126,636 202,303

W=1/100 51,554 18,143 9,647 3,133 379 121 82,978 5,412 69 5,481 140,565 2,965 1,051 1,849 2,900 1,706 148,136 236,596

様式-3　被害額（事業実施後（河川整備計画対応）） 水系名：矢部川 河川名：矢部川・飯江川

償却 在庫 償却 在庫

W=1/5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

W=1/10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

W=1/20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

W=1/30 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

W=1/50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

W=1/80 15,752 5,911 3,142 813 127 42 25,787 1,529 44 1,573 43,683 918 344 592 936 547 46,084 73,444

W=1/100 25,538 10,745 4,736 1,288 234 78 42,620 2,190 53 2,243 72,198 1,256 523 851 1,374 850 75,678 120,540

小計代替
活動等

小計家屋 家庭用品
事業所資産 農漁家資産

小計 水稲 畑作物

家庭での応急対策費用
事業所で
の応急対
策費用

一般資産被害額 農作物被害額

公共土木
被害額

営業停止
損失

家庭での応急対策費用
事業所で
の応急対
策費用小計

清掃労働
対価

営業停止
損失

公共土木
被害額

事業所資産 農漁家資産
畑作物 小計

確率規模
家庭用品

農作物被害額

家屋

一般資産被害額

小計 水稲

事業所で
の応急対
策費用

小計清掃労働
対価

代替
活動等

小計

清掃労働
対価

(単位：百万円)

ブロック
別合計

ブロック
別合計

ブロック
別合計

農作物被害額

小計
家屋 家庭用品

事業所資産 農漁家資産
小計 水稲 畑作物

公共土木
被害額

確率規模

(単位：百万円)

(単位：百万円)

代替
活動等

小計小計

営業停止
損失

家庭での応急対策費用

確率規模

一般資産被害額
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様式-4　年平均被害軽減期待額 水系名：矢部川 河川名：矢部川・飯江川 【現況～当面整備時点】

事業を実施
しない場合

事業を実施
した場合

軽減額

様式-4　年平均被害軽減期待額 水系名：矢部川 河川名：矢部川・飯江川 【現況～整備計画】

事業を実施
しない場合

事業を実施
した場合

軽減額

6,205

1/80 0.013 211,172 73,444 137,728

132,309 0.003 331 6,536

4,210

1/30 0.033 71,196 0 71,196

83,804 0.013 1,117 5,327

1,319

1/10 0.100 26,384 0 26,384

37,754 0.050 1,888 3,207

0 0
13,192 0.100

126,8891/100 0.010 247,430 120,540

96,412

117,070 0.008 878

1/50 0.020 96,412 0

49,124

60,160 0.017 1,003

1/20 0.050 49,124 0

1,319
1/5 0.200 0

（単位：百万円）

流量
規模

超過
確率

被害額
区間平均
被害額

区間確率
年平均
被害額

年平均被害
軽減期待額

1/100 0.010 247,430 236,596

0.013 77 207

1/50 0.020 96,412 90,520 5,892

0.008 55

0

1/10 0.100 26,384 26,384 0

0
0 0.100 0

1/5 0.200 0 0

（単位：百万円）

流量
規模

超過
確率

被害額
区間平均
被害額

区間確率
年平均
被害額

年平均被害
軽減期待額

1/20 0.050

1/80 0.013

1/30 0.033

49,124

211,172

46,648

202,303

71,196 65,538

8,869

2,476

1,238

4,067

7,381

9,852

5,658

5,775

10,834

0.050

0.017

62 62

13068

262

0.003 25 287
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様式-5（全事業） 矢部川水系

便益 現在価値① 費 用 現在価値 費　用 現在価値 費　用 現在価値 Ｂ/Ｃ B-C
H23 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 評価年
H24 1 0.0 0.0 544.0 523.1 0.0 0.0 544.0 523.1
H25 2 47.8 44.2 544.0 503.0 1.5 1.4 545.5 504.4
H26 3 95.6 84.9 544.0 483.6 3.0 2.6 547.0 486.2
H27 4 143.3 122.5 544.0 465.0 4.4 3.8 548.4 468.8
H28 5 191.1 157.1 544.0 447.1 5.9 4.9 549.9 452.0
H29 6 238.9 188.8 544.0 429.9 7.4 5.8 551.4 435.7
H30 7 286.7 217.8 1,124.3 854.3 13.2 10.1 1,137.5 864.4
H31 8 733.0 535.6 1,124.3 821.5 14.7 10.8 1,139.0 832.3
H32 9 1,179.4 828.6 1,124.3 789.9 16.2 11.4 1,140.4 801.3
H33 10 1,625.7 1,098.3 1,124.3 759.5 17.7 11.9 1,141.9 771.4
H34 11 2,072.1 1,346.0 609.1 395.7 19.2 12.4 628.3 408.1
H35 12 2,518.5 1,573.0 609.1 380.4 20.6 12.9 629.7 393.3
H36 13 2,964.8 1,780.6 609.1 365.8 22.1 13.3 631.2 379.1
H37 14 3,411.2 1,969.9 609.1 351.7 23.6 13.6 632.7 365.3
H38 15 3,857.5 2,142.0 609.1 338.2 25.1 13.9 634.2 352.1
H39 16 4,303.9 2,297.9 609.1 325.2 26.6 14.2 635.7 339.4
H40 17 4,750.3 2,438.7 609.1 312.7 28.0 14.4 637.1 327.1
H41 18 5,196.6 2,565.2 609.1 300.7 29.5 14.6 638.6 315.3
H42 19 5,643.0 2,678.4 609.1 289.1 31.0 14.7 640.1 303.8
H43 20 6,089.3 2,779.1 609.1 278.0 32.5 14.8 641.6 292.8 事業完了
H44 21 6,535.7 2,868.1 33.9 14.9 33.9 14.9
H45 22 6,535.7 2,757.8 33.9 14.3 33.9 14.3
H46 23 6,535.7 2,651.7 33.9 13.8 33.9 13.8
H47 24 6,535.7 2,549.7 33.9 13.2 33.9 13.2
H48 25 6,535.7 2,451.7 33.9 12.7 33.9 12.7
H49 26 6,535.7 2,357.4 33.9 12.2 33.9 12.2
H50 27 6,535.7 2,266.7 33.9 11.8 33.9 11.8
H51 28 6,535.7 2,179.5 33.9 11.3 33.9 11.3
H52 29 6,535.7 2,095.7 33.9 10.9 33.9 10.9
H53 30 6,535.7 2,015.1 33.9 10.5 33.9 10.5
H54 31 6,535.7 1,937.6 33.9 10.1 33.9 10.1
H55 32 6,535.7 1,863.1 33.9 9.7 33.9 9.7
H56 33 6,535.7 1,791.4 33.9 9.3 33.9 9.3
H57 34 6,535.7 1,722.5 33.9 8.9 33.9 8.9
H58 35 6,535.7 1,656.2 33.9 8.6 33.9 8.6
H59 36 6,535.7 1,592.5 57.5 14.0 57.5 14.0
H60 37 6,535.7 1,531.3 33.9 8.0 33.9 8.0
H61 38 6,535.7 1,472.4 33.9 7.6 33.9 7.6
H62 39 6,535.7 1,415.8 33.9 7.4 33.9 7.4
H63 40 6,535.7 1,361.3 33.9 7.1 33.9 7.1
H64 41 6,535.7 1,309.0 33.9 6.8 33.9 6.8
H65 42 6,535.7 1,258.6 33.9 6.5 33.9 6.5
H66 43 6,535.7 1,210.2 33.9 6.3 33.9 6.3
H67 44 6,535.7 1,163.7 57.5 10.2 57.5 10.2
H68 45 6,535.7 1,118.9 33.9 5.8 33.9 5.8
H69 46 6,535.7 1,075.9 57.5 9.5 57.5 9.5
H70 47 6,535.7 1,034.5 33.9 5.4 33.9 5.4
H71 48 6,535.7 994.7 33.9 5.2 33.9 5.2
H72 49 6,535.7 956.4 33.9 5.0 33.9 5.0
H73 50 6,535.7 919.7 57.5 8.1 57.5 8.1
H74 51 6,535.7 884.3 33.9 4.6 33.9 4.6
H75 52 6,535.7 850.3 33.9 4.4 33.9 4.4
H76 53 6,535.7 817.6 33.9 4.2 33.9 4.2
H77 54 6,535.7 786.1 33.9 4.1 33.9 4.1
H78 55 6,535.7 755.9 33.9 3.9 33.9 3.9
H79 56 6,535.7 726.8 33.9 3.8 33.9 3.8
H80 57 6,535.7 698.9 33.9 3.6 33.9 3.6
H81 58 6,535.7 672.0 33.9 3.5 33.9 3.5
H82 59 6,535.7 646.1 33.9 3.4 33.9 3.4
H83 60 6,535.7 621.3 33.9 3.2 33.9 3.2
H84 61 6,535.7 597.4 33.9 3.1 33.9 3.1
H85 62 6,535.7 574.4 33.9 3.0 33.9 3.0
H86 63 6,535.7 552.3 33.9 2.9 33.9 2.9
H87 64 6,535.7 531.1 33.9 2.8 33.9 2.8
H88 65 6,535.7 510.7 33.9 2.7 33.9 2.7
H89 66 6,535.7 491.0 57.5 4.3 57.5 4.3
H90 67 6,535.7 472.1 33.9 2.5 33.9 2.5
H91 68 6,535.7 454.0 33.9 2.4 33.9 2.4
H92 69 6,535.7 436.5 33.9 2.3 33.9 2.3
H93 70 6,535.7 419.7 33.9 2.2 33.9 2.2

372,134 88,926 925 89,851 13,852 9,414 2,157 554 16,009 9,968 9.0 79,883
[単位：百万円]

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
 
（

五
十
年
）

合　　　計（H24-H93）

年　次 ｔ年度

 
整
　
備
　
期
　
間
（

二
十
年
間
）

便　益　B

残存価値②
便益

費用対効果（整備計画）

計①＋②
備考

費用便益比
建　設　費　① 維持管理費② 計①＋②

純現在価値
費　　用　C
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様式-5（全事業） 矢部川水系

便益 現在価値① 費 用 現在価値 費　用 現在価値 費　用 現在価値 Ｂ/Ｃ B-C
H23 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 評価年
H24 1 0.0 0.0 598.4 575.4 0.0 0.0 598.4 575.4
H25 2 47.8 44.2 598.4 553.3 1.5 1.4 599.9 554.7
H26 3 95.6 84.9 598.4 532.0 3.0 2.6 601.4 534.6
H27 4 143.3 122.5 598.4 511.5 4.4 3.8 602.8 515.3
H28 5 191.1 157.1 598.4 491.8 5.9 4.9 604.3 496.7
H29 6 238.9 188.8 598.4 472.9 7.4 5.8 605.8 478.7
H30 7 286.7 217.8 1,236.7 939.8 13.2 10.1 1,249.9 949.9
H31 8 733.0 535.6 1,236.7 903.6 14.7 10.8 1,251.4 914.4
H32 9 1,179.4 828.6 1,236.7 868.9 16.2 11.4 1,252.9 880.3
H33 10 1,625.7 1,098.3 1,236.7 835.5 17.7 11.9 1,254.4 847.4
H34 11 2,072.1 1,346.0 670.0 435.2 19.2 12.4 689.2 447.6
H35 12 2,518.5 1,573.0 670.0 418.5 20.6 12.9 690.6 431.4
H36 13 2,964.8 1,780.6 670.0 402.4 22.1 13.3 692.1 415.7
H37 14 3,411.2 1,969.9 670.0 386.9 23.6 13.6 693.6 400.5
H38 15 3,857.5 2,142.0 670.0 372.0 25.1 13.9 695.1 385.9
H39 16 4,303.9 2,297.9 670.0 357.7 26.6 14.2 696.6 371.9
H40 17 4,750.3 2,438.7 670.0 344.0 28.0 14.4 698.0 358.4
H41 18 5,196.6 2,565.2 670.0 330.7 29.5 14.6 699.5 345.3
H42 19 5,643.0 2,678.4 670.0 318.0 31.0 14.7 701.0 332.7
H43 20 6,089.3 2,779.1 670.0 305.8 32.5 14.8 702.5 320.6 事業完了
H44 21 6,535.7 2,868.1 33.9 14.9 33.9 14.9
H45 22 6,535.7 2,757.8 33.9 14.3 33.9 14.3
H46 23 6,535.7 2,651.7 33.9 13.8 33.9 13.8
H47 24 6,535.7 2,549.7 33.9 13.2 33.9 13.2
H48 25 6,535.7 2,451.7 33.9 12.7 33.9 12.7
H49 26 6,535.7 2,357.4 33.9 12.2 33.9 12.2
H50 27 6,535.7 2,266.7 33.9 11.8 33.9 11.8
H51 28 6,535.7 2,179.5 33.9 11.3 33.9 11.3
H52 29 6,535.7 2,095.7 33.9 10.9 33.9 10.9
H53 30 6,535.7 2,015.1 33.9 10.5 33.9 10.5
H54 31 6,535.7 1,937.6 33.9 10.1 33.9 10.1
H55 32 6,535.7 1,863.1 33.9 9.7 33.9 9.7
H56 33 6,535.7 1,791.4 33.9 9.3 33.9 9.3
H57 34 6,535.7 1,722.5 33.9 8.9 33.9 8.9
H58 35 6,535.7 1,656.2 33.9 8.6 33.9 8.6
H59 36 6,535.7 1,592.5 57.5 14.0 57.5 14.0
H60 37 6,535.7 1,531.3 33.9 8.0 33.9 8.0
H61 38 6,535.7 1,472.4 33.9 7.6 33.9 7.6
H62 39 6,535.7 1,415.8 33.9 7.4 33.9 7.4
H63 40 6,535.7 1,361.3 33.9 7.1 33.9 7.1
H64 41 6,535.7 1,309.0 33.9 6.8 33.9 6.8
H65 42 6,535.7 1,258.6 33.9 6.5 33.9 6.5
H66 43 6,535.7 1,210.2 33.9 6.3 33.9 6.3
H67 44 6,535.7 1,163.7 57.5 10.2 57.5 10.2
H68 45 6,535.7 1,118.9 33.9 5.8 33.9 5.8
H69 46 6,535.7 1,075.9 57.5 9.5 57.5 9.5
H70 47 6,535.7 1,034.5 33.9 5.4 33.9 5.4
H71 48 6,535.7 994.7 33.9 5.2 33.9 5.2
H72 49 6,535.7 956.4 33.9 5.0 33.9 5.0
H73 50 6,535.7 919.7 57.5 8.1 57.5 8.1
H74 51 6,535.7 884.3 33.9 4.6 33.9 4.6
H75 52 6,535.7 850.3 33.9 4.4 33.9 4.4
H76 53 6,535.7 817.6 33.9 4.2 33.9 4.2
H77 54 6,535.7 786.1 33.9 4.1 33.9 4.1
H78 55 6,535.7 755.9 33.9 3.9 33.9 3.9
H79 56 6,535.7 726.8 33.9 3.8 33.9 3.8
H80 57 6,535.7 698.9 33.9 3.6 33.9 3.6
H81 58 6,535.7 672.0 33.9 3.5 33.9 3.5
H82 59 6,535.7 646.1 33.9 3.4 33.9 3.4
H83 60 6,535.7 621.3 33.9 3.2 33.9 3.2
H84 61 6,535.7 597.4 33.9 3.1 33.9 3.1
H85 62 6,535.7 574.4 33.9 3.0 33.9 3.0
H86 63 6,535.7 552.3 33.9 2.9 33.9 2.9
H87 64 6,535.7 531.1 33.9 2.8 33.9 2.8
H88 65 6,535.7 510.7 33.9 2.7 33.9 2.7
H89 66 6,535.7 491.0 57.5 4.3 57.5 4.3
H90 67 6,535.7 472.1 33.9 2.5 33.9 2.5
H91 68 6,535.7 454.0 33.9 2.4 33.9 2.4
H92 69 6,535.7 436.5 33.9 2.3 33.9 2.3
H93 70 6,535.7 419.7 33.9 2.2 33.9 2.2

372,134 88,926 1,018 89,944 15,237 10,356 2,157 554 17,395 10,909 8.2 79,035
[単位：百万円]

備考
費用便益比

建　設　費　① 維持管理費② 計①＋②
純現在価値

費　　用　C便　益　B

残存価値②
便益

費用対効果（整備計画：残事業費+10%）

計①＋②

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
 
（

五
十
年
）

合　　　計（H24-H93）

年　次 ｔ年度

 
整
　
備
　
期
　
間
（

二
十
年
間
）
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様式-5（全事業） 矢部川水系

便益 現在価値① 費 用 現在価値 費　用 現在価値 費　用 現在価値 Ｂ/Ｃ B-C
H23 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 評価年
H24 1 0.0 0.0 489.6 470.8 0.0 0.0 489.6 470.8
H25 2 47.8 44.2 489.6 452.7 1.5 1.4 491.1 454.1
H26 3 95.6 84.9 489.6 435.3 3.0 2.6 492.6 437.9
H27 4 143.3 122.5 489.6 418.5 4.4 3.8 494.0 422.3
H28 5 191.1 157.1 489.6 402.4 5.9 4.9 495.5 407.3
H29 6 238.9 188.8 489.6 386.9 7.4 5.8 497.0 392.7
H30 7 286.7 217.8 1,011.8 768.9 13.2 10.1 1,025.1 779.0
H31 8 733.0 535.6 1,011.8 739.3 14.7 10.8 1,026.5 750.1
H32 9 1,179.4 828.6 1,011.8 710.9 16.2 11.4 1,028.0 722.3
H33 10 1,625.7 1,098.3 1,011.8 683.6 17.7 11.9 1,029.5 695.5
H34 11 2,072.1 1,346.0 548.2 356.1 19.2 12.4 567.3 368.5
H35 12 2,518.5 1,573.0 548.2 342.4 20.6 12.9 568.8 355.3
H36 13 2,964.8 1,780.6 548.2 329.2 22.1 13.3 570.3 342.5
H37 14 3,411.2 1,969.9 548.2 316.6 23.6 13.6 571.8 330.2
H38 15 3,857.5 2,142.0 548.2 304.4 25.1 13.9 573.3 318.3
H39 16 4,303.9 2,297.9 548.2 292.7 26.6 14.2 574.7 306.9
H40 17 4,750.3 2,438.7 548.2 281.4 28.0 14.4 576.2 295.8
H41 18 5,196.6 2,565.2 548.2 270.6 29.5 14.6 577.7 285.2
H42 19 5,643.0 2,678.4 548.2 260.2 31.0 14.7 579.2 274.9
H43 20 6,089.3 2,779.1 548.2 250.2 32.5 14.8 580.7 265.0 事業完了
H44 21 6,535.7 2,868.1 33.9 14.9 33.9 14.9
H45 22 6,535.7 2,757.8 33.9 14.3 33.9 14.3
H46 23 6,535.7 2,651.7 33.9 13.8 33.9 13.8
H47 24 6,535.7 2,549.7 33.9 13.2 33.9 13.2
H48 25 6,535.7 2,451.7 33.9 12.7 33.9 12.7
H49 26 6,535.7 2,357.4 33.9 12.2 33.9 12.2
H50 27 6,535.7 2,266.7 33.9 11.8 33.9 11.8
H51 28 6,535.7 2,179.5 33.9 11.3 33.9 11.3
H52 29 6,535.7 2,095.7 33.9 10.9 33.9 10.9
H53 30 6,535.7 2,015.1 33.9 10.5 33.9 10.5
H54 31 6,535.7 1,937.6 33.9 10.1 33.9 10.1
H55 32 6,535.7 1,863.1 33.9 9.7 33.9 9.7
H56 33 6,535.7 1,791.4 33.9 9.3 33.9 9.3
H57 34 6,535.7 1,722.5 33.9 8.9 33.9 8.9
H58 35 6,535.7 1,656.2 33.9 8.6 33.9 8.6
H59 36 6,535.7 1,592.5 57.5 14.0 57.5 14.0
H60 37 6,535.7 1,531.3 33.9 8.0 33.9 8.0
H61 38 6,535.7 1,472.4 33.9 7.6 33.9 7.6
H62 39 6,535.7 1,415.8 33.9 7.4 33.9 7.4
H63 40 6,535.7 1,361.3 33.9 7.1 33.9 7.1
H64 41 6,535.7 1,309.0 33.9 6.8 33.9 6.8
H65 42 6,535.7 1,258.6 33.9 6.5 33.9 6.5
H66 43 6,535.7 1,210.2 33.9 6.3 33.9 6.3
H67 44 6,535.7 1,163.7 57.5 10.2 57.5 10.2
H68 45 6,535.7 1,118.9 33.9 5.8 33.9 5.8
H69 46 6,535.7 1,075.9 57.5 9.5 57.5 9.5
H70 47 6,535.7 1,034.5 33.9 5.4 33.9 5.4
H71 48 6,535.7 994.7 33.9 5.2 33.9 5.2
H72 49 6,535.7 956.4 33.9 5.0 33.9 5.0
H73 50 6,535.7 919.7 57.5 8.1 57.5 8.1
H74 51 6,535.7 884.3 33.9 4.6 33.9 4.6
H75 52 6,535.7 850.3 33.9 4.4 33.9 4.4
H76 53 6,535.7 817.6 33.9 4.2 33.9 4.2
H77 54 6,535.7 786.1 33.9 4.1 33.9 4.1
H78 55 6,535.7 755.9 33.9 3.9 33.9 3.9
H79 56 6,535.7 726.8 33.9 3.8 33.9 3.8
H80 57 6,535.7 698.9 33.9 3.6 33.9 3.6
H81 58 6,535.7 672.0 33.9 3.5 33.9 3.5
H82 59 6,535.7 646.1 33.9 3.4 33.9 3.4
H83 60 6,535.7 621.3 33.9 3.2 33.9 3.2
H84 61 6,535.7 597.4 33.9 3.1 33.9 3.1
H85 62 6,535.7 574.4 33.9 3.0 33.9 3.0
H86 63 6,535.7 552.3 33.9 2.9 33.9 2.9
H87 64 6,535.7 531.1 33.9 2.8 33.9 2.8
H88 65 6,535.7 510.7 33.9 2.7 33.9 2.7
H89 66 6,535.7 491.0 57.5 4.3 57.5 4.3
H90 67 6,535.7 472.1 33.9 2.5 33.9 2.5
H91 68 6,535.7 454.0 33.9 2.4 33.9 2.4
H92 69 6,535.7 436.5 33.9 2.3 33.9 2.3
H93 70 6,535.7 419.7 33.9 2.2 33.9 2.2

372,134 88,926 833 89,759 12,467 8,473 2,157 554 14,624 9,027 9.9 80,733
[単位：百万円]

施
設
完
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後
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期
間
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年
）

合　　　計（H24-H93）

年　次 ｔ年度
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期
　
間
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二
十
年
間
）

便　益　B

残存価値②
便益

費用対効果（整備計画：残事業費-10%）

計①＋②
備考

費用便益比
建　設　費　① 維持管理費② 計①＋②

純現在価値
費　　用　C

参考-9



様式-5（全事業） 矢部川水系

便益 現在価値① 費 用 現在価値 費　用 現在価値 費　用 現在価値 Ｂ/Ｃ B-C
H23 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 評価年
H24 1 0.0 0.0 494.5 475.5 0.0 0.0 494.5 475.5
H25 2 47.8 44.2 494.5 457.2 1.5 1.4 496.0 458.6
H26 3 95.6 84.9 494.5 439.6 3.0 2.6 497.5 442.2
H27 4 143.3 122.5 494.5 422.7 4.4 3.8 499.0 426.5
H28 5 191.1 157.1 494.5 406.5 5.9 4.9 500.5 411.4
H29 6 238.9 188.8 494.5 390.8 7.4 5.8 501.9 396.6
H30 7 286.7 217.8 705.5 536.2 13.2 10.1 718.8 546.3
H31 8 733.0 535.6 1,022.0 746.8 14.7 10.8 1,036.8 757.6
H32 9 1,179.4 828.6 1,022.0 718.1 16.2 11.4 1,038.2 729.5
H33 10 1,625.7 1,098.3 1,022.0 690.5 17.7 11.9 1,039.7 702.4
H34 11 2,072.1 1,346.0 1,022.0 663.9 19.2 12.4 1,041.2 676.3
H35 12 2,518.5 1,573.0 553.7 345.9 20.6 12.9 574.4 358.8
H36 13 2,964.8 1,780.6 553.7 332.6 22.1 13.3 575.8 345.9
H37 14 3,411.2 1,969.9 553.7 319.8 23.6 13.6 577.3 333.4
H38 15 3,857.5 2,142.0 553.7 307.5 25.1 13.9 578.8 321.4
H39 16 4,303.9 2,297.9 553.7 295.6 26.6 14.2 580.3 309.8
H40 17 4,750.3 2,438.7 553.7 284.3 28.0 14.4 581.8 298.7
H41 18 5,196.6 2,565.2 553.7 273.3 29.5 14.6 583.2 287.9
H42 19 5,643.0 2,678.4 553.7 262.8 31.0 14.7 584.7 277.5
H43 20 6,089.3 2,779.1 553.7 252.7 32.5 14.8 586.2 267.5
H44 21 6,535.7 2,868.1 553.7 243.0 33.9 14.9 587.7 257.9
H45 22 6,535.7 2,757.8 553.7 233.6 33.9 14.3 587.7 247.9 事業完了
H46 23 6,535.7 2,651.7 33.9 13.8 33.9 13.8
H47 24 6,535.7 2,549.7 33.9 13.2 33.9 13.2
H48 25 6,535.7 2,451.7 33.9 12.7 33.9 12.7
H49 26 6,535.7 2,357.4 33.9 12.2 33.9 12.2
H50 27 6,535.7 2,266.7 33.9 11.8 33.9 11.8
H51 28 6,535.7 2,179.5 33.9 11.3 33.9 11.3
H52 29 6,535.7 2,095.7 33.9 10.9 33.9 10.9
H53 30 6,535.7 2,015.1 33.9 10.5 33.9 10.5
H54 31 6,535.7 1,937.6 33.9 10.1 33.9 10.1
H55 32 6,535.7 1,863.1 33.9 9.7 33.9 9.7
H56 33 6,535.7 1,791.4 33.9 9.3 33.9 9.3
H57 34 6,535.7 1,722.5 33.9 8.9 33.9 8.9
H58 35 6,535.7 1,656.2 33.9 8.6 33.9 8.6
H59 36 6,535.7 1,592.5 57.5 14.0 57.5 14.0
H60 37 6,535.7 1,531.3 33.9 8.0 33.9 8.0
H61 38 6,535.7 1,472.4 33.9 7.6 33.9 7.6
H62 39 6,535.7 1,415.8 33.9 7.4 33.9 7.4
H63 40 6,535.7 1,361.3 33.9 7.1 33.9 7.1
H64 41 6,535.7 1,309.0 33.9 6.8 33.9 6.8
H65 42 6,535.7 1,258.6 33.9 6.5 33.9 6.5
H66 43 6,535.7 1,210.2 33.9 6.3 33.9 6.3
H67 44 6,535.7 1,163.7 57.5 10.2 57.5 10.2
H68 45 6,535.7 1,118.9 33.9 5.8 33.9 5.8
H69 46 6,535.7 1,075.9 57.5 9.5 57.5 9.5
H70 47 6,535.7 1,034.5 33.9 5.4 33.9 5.4
H71 48 6,535.7 994.7 33.9 5.2 33.9 5.2
H72 49 6,535.7 956.4 33.9 5.0 33.9 5.0
H73 50 6,535.7 919.7 57.5 8.1 57.5 8.1
H74 51 6,535.7 884.3 33.9 4.6 33.9 4.6
H75 52 6,535.7 850.3 33.9 4.4 33.9 4.4
H76 53 6,535.7 817.6 33.9 4.2 33.9 4.2
H77 54 6,535.7 786.1 33.9 4.1 33.9 4.1
H78 55 6,535.7 755.9 33.9 3.9 33.9 3.9
H79 56 6,535.7 726.8 33.9 3.8 33.9 3.8
H80 57 6,535.7 698.9 33.9 3.6 33.9 3.6
H81 58 6,535.7 672.0 33.9 3.5 33.9 3.5
H82 59 6,535.7 646.1 33.9 3.4 33.9 3.4
H83 60 6,535.7 621.3 33.9 3.2 33.9 3.2
H84 61 6,535.7 597.4 33.9 3.1 33.9 3.1
H85 62 6,535.7 574.4 33.9 3.0 33.9 3.0
H86 63 6,535.7 552.3 33.9 2.9 33.9 2.9
H87 64 6,535.7 531.1 33.9 2.8 33.9 2.8
H88 65 6,535.7 510.7 33.9 2.7 33.9 2.7
H89 66 6,535.7 491.0 57.5 4.3 57.5 4.3
H90 67 6,535.7 472.1 33.9 2.5 33.9 2.5
H91 68 6,535.7 454.0 33.9 2.4 33.9 2.4
H92 69 6,535.7 436.5 33.9 2.3 33.9 2.3
H93 70 6,535.7 419.7 33.9 2.2 33.9 2.2
H94 71 6,535.7 403.6 33.9 2.1 33.9 2.1
H95 72 6,535.7 388.1 33.9 2.0 33.9 2.0

385,205 89,718 855 90,573 13,852 9,099 2,225 558 16,077 9,657 9.3 80,916
[単位：百万円]

合　　　計（H26-H95）

年　次 ｔ年度
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間
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便　益　B

残存価値②
便益

費用対効果（整備計画：残工期+10%）

計①＋②
備考

費用便益比
建　設　費　① 維持管理費② 計①＋②

純現在価値
費　　用　C

参考-10



様式-5（全事業） 矢部川水系

便益 現在価値① 費 用 現在価値 費　用 現在価値 費　用 現在価値 Ｂ/Ｃ B-C
H23 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 評価年
H24 1 0.0 0.0 604.4 581.2 0.0 0.0 604.4 581.2
H25 2 47.8 44.2 604.4 558.8 1.5 1.4 605.9 560.2
H26 3 95.6 84.9 604.4 537.3 3.0 2.6 607.4 539.9
H27 4 143.3 122.5 604.4 516.7 4.4 3.8 608.9 520.5
H28 5 191.1 157.1 604.4 496.8 5.9 4.9 610.4 501.7
H29 6 238.9 188.8 991.3 783.4 7.4 5.8 998.7 789.2
H30 7 286.7 217.8 1,249.2 949.3 13.2 10.1 1,262.4 959.4
H31 8 733.0 535.6 1,249.2 912.8 14.7 10.8 1,263.9 923.6
H32 9 1,179.4 828.6 1,249.2 877.6 16.2 11.4 1,265.4 889.0
H33 10 1,625.7 1,098.3 676.8 457.2 17.7 11.9 694.5 469.1
H34 11 2,072.1 1,346.0 676.8 439.6 19.2 12.4 695.9 452.0
H35 12 2,518.5 1,573.0 676.8 422.7 20.6 12.9 697.4 435.6
H36 13 2,964.8 1,780.6 676.8 406.5 22.1 13.3 698.9 419.8
H37 14 3,411.2 1,969.9 676.8 390.8 23.6 13.6 700.4 404.4
H38 15 3,857.5 2,142.0 676.8 375.8 25.1 13.9 701.9 389.7
H39 16 4,303.9 2,297.9 676.8 361.3 26.6 14.2 703.3 375.5
H40 17 4,750.3 2,438.7 676.8 347.4 28.0 14.4 704.8 361.8
H41 18 5,196.6 2,565.2 676.8 334.1 29.5 14.6 706.3 348.7 事業完了
H42 19 5,643.0 2,678.4 31.0 14.7 31.0 14.7
H43 20 6,089.3 2,779.1 32.5 14.8 32.5 14.8
H44 21 6,535.7 2,868.1 33.9 14.9 33.9 14.9
H45 22 6,535.7 2,757.8 33.9 14.3 33.9 14.3
H46 23 6,535.7 2,651.7 33.9 13.8 33.9 13.8
H47 24 6,535.7 2,549.7 33.9 13.2 33.9 13.2
H48 25 6,535.7 2,451.7 33.9 12.7 33.9 12.7
H49 26 6,535.7 2,357.4 33.9 12.2 33.9 12.2
H50 27 6,535.7 2,266.7 33.9 11.8 33.9 11.8
H51 28 6,535.7 2,179.5 33.9 11.3 33.9 11.3
H52 29 6,535.7 2,095.7 33.9 10.9 33.9 10.9
H53 30 6,535.7 2,015.1 33.9 10.5 33.9 10.5
H54 31 6,535.7 1,937.6 33.9 10.1 33.9 10.1
H55 32 6,535.7 1,863.1 33.9 9.7 33.9 9.7
H56 33 6,535.7 1,791.4 33.9 9.3 33.9 9.3
H57 34 6,535.7 1,722.5 33.9 8.9 33.9 8.9
H58 35 6,535.7 1,656.2 33.9 8.6 33.9 8.6
H59 36 6,535.7 1,592.5 57.5 14.0 57.5 14.0
H60 37 6,535.7 1,531.3 33.9 8.0 33.9 8.0
H61 38 6,535.7 1,472.4 33.9 7.6 33.9 7.6
H62 39 6,535.7 1,415.8 33.9 7.4 33.9 7.4
H63 40 6,535.7 1,361.3 33.9 7.1 33.9 7.1
H64 41 6,535.7 1,309.0 33.9 6.8 33.9 6.8
H65 42 6,535.7 1,258.6 33.9 6.5 33.9 6.5
H66 43 6,535.7 1,210.2 33.9 6.3 33.9 6.3
H67 44 6,535.7 1,163.7 57.5 10.2 57.5 10.2
H68 45 6,535.7 1,118.9 33.9 5.8 33.9 5.8
H69 46 6,535.7 1,075.9 57.5 9.5 57.5 9.5
H70 47 6,535.7 1,034.5 33.9 5.4 33.9 5.4
H71 48 6,535.7 994.7 33.9 5.2 33.9 5.2
H72 49 6,535.7 956.4 33.9 5.0 33.9 5.0
H73 50 6,535.7 919.7 57.5 8.1 57.5 8.1
H74 51 6,535.7 884.3 33.9 4.6 33.9 4.6
H75 52 6,535.7 850.3 33.9 4.4 33.9 4.4
H76 53 6,535.7 817.6 33.9 4.2 33.9 4.2
H77 54 6,535.7 786.1 33.9 4.1 33.9 4.1
H78 55 6,535.7 755.9 33.9 3.9 33.9 3.9
H79 56 6,535.7 726.8 33.9 3.8 33.9 3.8
H80 57 6,535.7 698.9 33.9 3.6 33.9 3.6
H81 58 6,535.7 672.0 33.9 3.5 33.9 3.5
H82 59 6,535.7 646.1 33.9 3.4 33.9 3.4
H83 60 6,535.7 621.3 33.9 3.2 33.9 3.2
H84 61 6,535.7 597.4 33.9 3.1 33.9 3.1
H85 62 6,535.7 574.4 33.9 3.0 33.9 3.0
H86 63 6,535.7 552.3 33.9 2.9 33.9 2.9
H87 64 6,535.7 531.1 33.9 2.8 33.9 2.8
H88 65 6,535.7 510.7 33.9 2.7 33.9 2.7
H89 66 6,535.7 491.0 57.5 4.3 57.5 4.3
H90 67 6,535.7 472.1 33.9 2.5 33.9 2.5
H91 68 6,535.7 454.0 33.9 2.4 33.9 2.4

359,062 88,070 1,001 89,071 13,852 9,749 2,090 549 15,942 10,298 8.6 78,773
[単位：百万円]

備考
費用便益比

建　設　費　① 維持管理費② 計①＋②
純現在価値

費　　用　C便　益　B

残存価値②
便益

費用対効果（整備計画：残工期-10%）

計①＋②

合　　　計（H24-H91）

年　次 ｔ年度

施
設
完
成
後
の
評
価
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間
 
（

五
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年
）
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八
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参考-11



様式-5（全事業） 矢部川水系

便益 現在価値① 費 用 現在価値 費　用 現在価値 費　用 現在価値 Ｂ/Ｃ B-C
H23 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 評価年
H24 1 0.0 0.0 544.0 523.1 0.0 0.0 544.0 523.1
H25 2 52.4 48.4 544.0 503.0 1.5 1.4 545.5 504.4
H26 3 104.7 93.1 544.0 483.6 3.0 2.6 547.0 486.2
H27 4 157.1 134.3 544.0 465.0 4.4 3.8 548.4 468.8
H28 5 209.5 172.2 544.0 447.1 5.9 4.9 549.9 452.0
H29 6 261.9 207.0 544.0 429.9 7.4 5.8 551.4 435.7
H30 7 314.2 238.8 1,124.3 854.3 13.2 10.1 1,137.5 864.4
H31 8 803.4 587.0 1,124.3 821.5 14.7 10.8 1,139.0 832.3
H32 9 1,292.5 908.1 1,124.3 789.9 16.2 11.4 1,140.4 801.3
H33 10 1,781.6 1,203.6 1,124.3 759.5 17.7 11.9 1,141.9 771.4
H34 11 2,270.7 1,475.0 609.1 395.7 19.2 12.4 628.3 408.1
H35 12 2,759.8 1,723.8 609.1 380.4 20.6 12.9 629.7 393.3
H36 13 3,248.9 1,951.2 609.1 365.8 22.1 13.3 631.2 379.1
H37 14 3,738.0 2,158.6 609.1 351.7 23.6 13.6 632.7 365.3
H38 15 4,227.2 2,347.2 609.1 338.2 25.1 13.9 634.2 352.1
H39 16 4,716.3 2,518.1 609.1 325.2 26.6 14.2 635.7 339.4
H40 17 5,205.4 2,672.3 609.1 312.7 28.0 14.4 637.1 327.1
H41 18 5,694.5 2,811.0 609.1 300.7 29.5 14.6 638.6 315.3
H42 19 6,183.6 2,935.0 609.1 289.1 31.0 14.7 640.1 303.8
H43 20 6,672.7 3,045.3 609.1 278.0 32.5 14.8 641.6 292.8 事業完了
H44 21 7,161.8 3,142.9 33.9 14.9 33.9 14.9
H45 22 7,161.8 3,022.0 33.9 14.3 33.9 14.3
H46 23 7,161.8 2,905.7 33.9 13.8 33.9 13.8
H47 24 7,161.8 2,794.0 33.9 13.2 33.9 13.2
H48 25 7,161.8 2,686.5 33.9 12.7 33.9 12.7
H49 26 7,161.8 2,583.2 33.9 12.2 33.9 12.2
H50 27 7,161.8 2,483.8 33.9 11.8 33.9 11.8
H51 28 7,161.8 2,388.3 33.9 11.3 33.9 11.3
H52 29 7,161.8 2,296.5 33.9 10.9 33.9 10.9
H53 30 7,161.8 2,208.1 33.9 10.5 33.9 10.5
H54 31 7,161.8 2,123.2 33.9 10.1 33.9 10.1
H55 32 7,161.8 2,041.5 33.9 9.7 33.9 9.7
H56 33 7,161.8 1,963.0 33.9 9.3 33.9 9.3
H57 34 7,161.8 1,887.5 33.9 8.9 33.9 8.9
H58 35 7,161.8 1,814.9 33.9 8.6 33.9 8.6
H59 36 7,161.8 1,745.1 57.5 14.0 57.5 14.0
H60 37 7,161.8 1,678.0 33.9 8.0 33.9 8.0
H61 38 7,161.8 1,613.5 33.9 7.6 33.9 7.6
H62 39 7,161.8 1,551.4 33.9 7.4 33.9 7.4
H63 40 7,161.8 1,491.7 33.9 7.1 33.9 7.1
H64 41 7,161.8 1,434.4 33.9 6.8 33.9 6.8
H65 42 7,161.8 1,379.2 33.9 6.5 33.9 6.5
H66 43 7,161.8 1,326.1 33.9 6.3 33.9 6.3
H67 44 7,161.8 1,275.1 57.5 10.2 57.5 10.2
H68 45 7,161.8 1,226.1 33.9 5.8 33.9 5.8
H69 46 7,161.8 1,178.9 57.5 9.5 57.5 9.5
H70 47 7,161.8 1,133.6 33.9 5.4 33.9 5.4
H71 48 7,161.8 1,090.0 33.9 5.2 33.9 5.2
H72 49 7,161.8 1,048.1 33.9 5.0 33.9 5.0
H73 50 7,161.8 1,007.8 57.5 8.1 57.5 8.1
H74 51 7,161.8 969.0 33.9 4.6 33.9 4.6
H75 52 7,161.8 931.7 33.9 4.4 33.9 4.4
H76 53 7,161.8 895.9 33.9 4.2 33.9 4.2
H77 54 7,161.8 861.4 33.9 4.1 33.9 4.1
H78 55 7,161.8 828.3 33.9 3.9 33.9 3.9
H79 56 7,161.8 796.4 33.9 3.8 33.9 3.8
H80 57 7,161.8 765.8 33.9 3.6 33.9 3.6
H81 58 7,161.8 736.4 33.9 3.5 33.9 3.5
H82 59 7,161.8 708.0 33.9 3.4 33.9 3.4
H83 60 7,161.8 680.8 33.9 3.2 33.9 3.2
H84 61 7,161.8 654.6 33.9 3.1 33.9 3.1
H85 62 7,161.8 629.4 33.9 3.0 33.9 3.0
H86 63 7,161.8 605.2 33.9 2.9 33.9 2.9
H87 64 7,161.8 582.0 33.9 2.8 33.9 2.8
H88 65 7,161.8 559.6 33.9 2.7 33.9 2.7
H89 66 7,161.8 538.1 57.5 4.3 57.5 4.3
H90 67 7,161.8 517.4 33.9 2.5 33.9 2.5
H91 68 7,161.8 497.5 33.9 2.4 33.9 2.4
H92 69 7,161.8 478.3 33.9 2.3 33.9 2.3
H93 70 7,161.8 459.9 33.9 2.2 33.9 2.2

407,786 97,446 925 98,371 13,852 9,414 2,157 554 16,009 9,968 9.8 88,403
[単位：百万円]

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
 
（

五
十
年
）

合　　　計（H24-H93）

年　次 ｔ年度

 
整
　
備
　
期
　
間
（

二
十
年
間
）

便　益　B

残存価値②
便益

費用対効果（整備計画：資産+10%）

計①＋②
備考

費用便益比
建　設　費　① 維持管理費② 計①＋②

純現在価値
費　　用　C
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様式-5（全事業） 矢部川水系

便益 現在価値① 費 用 現在価値 費　用 現在価値 費　用 現在価値 Ｂ/Ｃ B-C
H23 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 評価年
H24 1 0.0 0.0 544.0 523.1 0.0 0.0 544.0 523.1
H25 2 43.2 39.9 544.0 503.0 1.5 1.4 545.5 504.4
H26 3 86.4 76.8 544.0 483.6 3.0 2.6 547.0 486.2
H27 4 129.6 110.7 544.0 465.0 4.4 3.8 548.4 468.8
H28 5 172.7 142.0 544.0 447.1 5.9 4.9 549.9 452.0
H29 6 215.9 170.6 544.0 429.9 7.4 5.8 551.4 435.7
H30 7 259.1 196.9 1,124.3 854.3 13.2 10.1 1,137.5 864.4
H31 8 662.7 484.2 1,124.3 821.5 14.7 10.8 1,139.0 832.3
H32 9 1,066.3 749.2 1,124.3 789.9 16.2 11.4 1,140.4 801.3
H33 10 1,469.9 993.0 1,124.3 759.5 17.7 11.9 1,141.9 771.4
H34 11 1,873.5 1,217.0 609.1 395.7 19.2 12.4 628.3 408.1
H35 12 2,277.1 1,422.3 609.1 380.4 20.6 12.9 629.7 393.3
H36 13 2,680.7 1,610.0 609.1 365.8 22.1 13.3 631.2 379.1
H37 14 3,084.3 1,781.1 609.1 351.7 23.6 13.6 632.7 365.3
H38 15 3,487.9 1,936.7 609.1 338.2 25.1 13.9 634.2 352.1
H39 16 3,891.5 2,077.7 609.1 325.2 26.6 14.2 635.7 339.4
H40 17 4,295.1 2,205.0 609.1 312.7 28.0 14.4 637.1 327.1
H41 18 4,698.8 2,319.4 609.1 300.7 29.5 14.6 638.6 315.3
H42 19 5,102.4 2,421.8 609.1 289.1 31.0 14.7 640.1 303.8
H43 20 5,506.0 2,512.9 609.1 278.0 32.5 14.8 641.6 292.8 事業完了
H44 21 5,909.6 2,593.3 33.9 14.9 33.9 14.9
H45 22 5,909.6 2,493.6 33.9 14.3 33.9 14.3
H46 23 5,909.6 2,397.7 33.9 13.8 33.9 13.8
H47 24 5,909.6 2,305.4 33.9 13.2 33.9 13.2
H48 25 5,909.6 2,216.8 33.9 12.7 33.9 12.7
H49 26 5,909.6 2,131.5 33.9 12.2 33.9 12.2
H50 27 5,909.6 2,049.5 33.9 11.8 33.9 11.8
H51 28 5,909.6 1,970.7 33.9 11.3 33.9 11.3
H52 29 5,909.6 1,894.9 33.9 10.9 33.9 10.9
H53 30 5,909.6 1,822.0 33.9 10.5 33.9 10.5
H54 31 5,909.6 1,752.0 33.9 10.1 33.9 10.1
H55 32 5,909.6 1,684.6 33.9 9.7 33.9 9.7
H56 33 5,909.6 1,619.8 33.9 9.3 33.9 9.3
H57 34 5,909.6 1,557.5 33.9 8.9 33.9 8.9
H58 35 5,909.6 1,497.6 33.9 8.6 33.9 8.6
H59 36 5,909.6 1,440.0 57.5 14.0 57.5 14.0
H60 37 5,909.6 1,384.6 33.9 8.0 33.9 8.0
H61 38 5,909.6 1,331.3 33.9 7.6 33.9 7.6
H62 39 5,909.6 1,280.1 33.9 7.4 33.9 7.4
H63 40 5,909.6 1,230.9 33.9 7.1 33.9 7.1
H64 41 5,909.6 1,183.6 33.9 6.8 33.9 6.8
H65 42 5,909.6 1,138.0 33.9 6.5 33.9 6.5
H66 43 5,909.6 1,094.3 33.9 6.3 33.9 6.3
H67 44 5,909.6 1,052.2 57.5 10.2 57.5 10.2
H68 45 5,909.6 1,011.7 33.9 5.8 33.9 5.8
H69 46 5,909.6 972.8 57.5 9.5 57.5 9.5
H70 47 5,909.6 935.4 33.9 5.4 33.9 5.4
H71 48 5,909.6 899.4 33.9 5.2 33.9 5.2
H72 49 5,909.6 864.8 33.9 5.0 33.9 5.0
H73 50 5,909.6 831.6 57.5 8.1 57.5 8.1
H74 51 5,909.6 799.6 33.9 4.6 33.9 4.6
H75 52 5,909.6 768.8 33.9 4.4 33.9 4.4
H76 53 5,909.6 739.2 33.9 4.2 33.9 4.2
H77 54 5,909.6 710.8 33.9 4.1 33.9 4.1
H78 55 5,909.6 683.5 33.9 3.9 33.9 3.9
H79 56 5,909.6 657.2 33.9 3.8 33.9 3.8
H80 57 5,909.6 631.9 33.9 3.6 33.9 3.6
H81 58 5,909.6 607.6 33.9 3.5 33.9 3.5
H82 59 5,909.6 584.2 33.9 3.4 33.9 3.4
H83 60 5,909.6 561.8 33.9 3.2 33.9 3.2
H84 61 5,909.6 540.2 33.9 3.1 33.9 3.1
H85 62 5,909.6 519.4 33.9 3.0 33.9 3.0
H86 63 5,909.6 499.4 33.9 2.9 33.9 2.9
H87 64 5,909.6 480.2 33.9 2.8 33.9 2.8
H88 65 5,909.6 461.7 33.9 2.7 33.9 2.7
H89 66 5,909.6 444.0 57.5 4.3 57.5 4.3
H90 67 5,909.6 426.9 33.9 2.5 33.9 2.5
H91 68 5,909.6 410.5 33.9 2.4 33.9 2.4
H92 69 5,909.6 394.7 33.9 2.3 33.9 2.3
H93 70 5,909.6 379.5 33.9 2.2 33.9 2.2

336,482 80,406 925 81,331 13,852 9,414 2,157 554 16,009 9,968 8.1 71,363
[単位：百万円]

備考
費用便益比

建　設　費　① 維持管理費② 計①＋②
純現在価値

費　　用　C便　益　B

残存価値②
便益

費用対効果（整備計画：資産-10%）

計①＋②

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
 
（

五
十
年
）

合　　　計（H24-H93）

年　次 ｔ年度

 
整
　
備
　
期
　
間
（

二
十
年
間
）
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河川事業

事業名

評価年度 平成23年度

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

工事費 式 7,427

本工事費 式 7,041

築堤 km 6 1,463

護岸 km 2 780

質的整備 km 17 2,206

樋門・樋管 箇所 1 200

堰（水門） 箇所 1 2,392

附帯工事費 式 386

道路橋 箇所 1 386

用地費及補償費 式 1,888

用地費 式 474

補償費 式 1,414

間接経費 式 2,228

工事諸費 式 2,309

工事費　計 式 13,852

維持管理費 式 2,157 整備期間+50年

矢部川直轄河川改修事業　（全体事業費）

再評価

事業費の内訳書
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